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熱
海
海
上
花
火
大
会（
熱
海
市
）

と　

き　

７
月
20
日（
土
）・
28
日（
日
）・

　
　
　
　

８
月
５
日（
月
）・
８
日（
木
）

　
　
　
　

20
時
20
分
〜
20
時
50
分

と
こ
ろ　

熱
海
市
熱
海
港

花　

火　

約
５
，０
０
０
発
／
各
日

き
に
ゃ
ん
ね
大
仁
夏
ま
つ
り（
市
内
）

と　

き　

８
月
１
日（
木
）

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ　

大
仁
橋
下
流
河
川
敷

そ
の
他　

約
８
，０
０
０
発

そ
の
そ
ののののの
他他他他他他他他他

約約約約約約約約約約約

発発発発発発発発

修
善
寺
駅
前
ま
つ
り（
伊
豆
市
）

と　

き　

８
月
２
日（
金
）

と
こ
ろ　

修
善
寺
橋
駅
前
桜
並
木
周
辺

そ
の
他　

時
間
、
打
ち
上
げ
数
は
未
定

韮
山
狩
野
川
ま
つ
り
２
０
１
３（
市
内
）

と　

き　

８
月
３
日（
土
）

　
　
　
　

20
時
15
分
〜
20
時
45
分

と
こ
ろ　

千
歳
橋
付
近
河
川
敷

花　

火　

約
３
，５
０
０
発

按
針
祭 

海
の
花
火
大
会（
伊
東
市
）

と　

き　

８
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

20
時
〜
21
時

と
こ
ろ　

伊
東
海
岸
一
帯（
５
カ
所
）

花　

火　

約
１
０
，０
０
０
発

伊
豆
長
岡
温
泉
戦
国
花
火
大
会（
市
内
）

と　

き　

８
月
４
日（
日
）

　
　
　
　

20
時
15
分
〜
20
時
45
分

と
こ
ろ　

千
歳
橋
付
近
河
川
敷

花　

火　

約
３
，８
０
０
発

花花花

火

約約約約

発発発発
／
各
／／／

沼
津
夏
ま
つ
り
・
狩
野
川
花
火
大
会（
沼
津
市
）

と　

き　

７
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

　
　
　
　

19
時
15
分
〜
20
時
15
分

と
こ
ろ　

狩
野
川
河
川
敷

花　

火　

約
１
０
，０
０
０
発
／
２
日
間

8月10日まで開催分
伊豆地区の主な花火大会

　平成 21年～ 23年の各 8月生ま
れ（２～４歳まで）のお子さんを募
集します。電話またはメールで、7
月 8日（月）までに、お申し込みく
ださい。詳しくは市
ホームページ（携帯
版）をご覧ください。

問秘書広報課
☎055-948-1431

８月号出場者募集

市ホームページ
ＱＲコード

羽愛がいるだけで家族みんなが笑

顔になるよ。いつまでも笑顔の似

合う、優しい女の子でいてね。

 健
けん

さん・恵
え り

里さんの長女（中島）

土
つち

屋
や

　羽
う め

愛 ちゃん
（平成 21 年 7月 9日生）

歌が上手で AKB が大好きな心寧

は我が家のアイドルです。思いや

りのある優しい女の子にな～れ !

 真
しんいち

一さん・亜
あ き

紀さんの長女（原木）

杉
すぎむら

村　心
こ こ ね

寧 ちゃん
（平成 21 年 7月 10 日生）

いつも元気な優陽 ! 笑顔もたくさん

見せてくれるね。いろいろな事に

チャレンジして大きくなってね !

徹
てつ

哉
や

さん・美
み や こ

也子さんの次男（土手和田）

 林
はやし

　優
ゆう

陽
ひ

 くん
（平成 21 年 7月 8日生）

笑顔がかわいくてお茶目なこは

ちゃん。大好きなにぃにとこれか

らも仲良く元気に大きくなってね。

達
たつ

也
や

さん・洋
よう

子
こ

さんの長女（中）

鈴
すず

木
き

　心
こ は る

遥 ちゃん
（平成 21 年 7月 9日生）

おしゃれが大好きな心絆ちゃん。

いつまでもお姉ちゃんと仲良く我

が家のアイドルでいてね。

克
かつ

巳
み

さん・みさきさんの次女（土手和田）

浜
はまむら

村　心
こ こ な

絆 ちゃん
（平成 21 年 7月 8日生）

歌が大好き ! いつも上手に歌って

くれるね。元気いっぱい、優しい

お姉ちゃんになってね !

剛
たけひろ

洋さん・理
り え こ

恵子さんの長女（山木）

杉
すぎやま

山　紅
く れ あ

愛 ちゃん
（平成 21 年 7月 27 日生）

ママになったらね～と素敵な話を

沢山聞かせてくれます。貴方なら

なれる ! めざせ !! 伊豆一大家族。

啓
けい

二
じ

さん・幸
さち

恵
え

さんの次女（古奈）

安
やす

江
え

　範
い

織
おり

 ちゃん
（平成 21 年 7月 7日生）

■ 小野市長就任所信表明
■ 夏のイベント情報
■ 国民年金の保険料免除制度

P.2-5
P.6-7
P.11

P.12-13
P.21
■■■

■  仲間がいるから頑張れた　田方支部消防操法大会を終えて
■  報告します！平成 24 年度の情報公開・個人情報保護の利用状況
（取り出してご使用ください）7月のカレンダー　■■■

世界
遺産
にむけて 響け♪歌声

世界
歌声



強
化
と
充
実
』
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

経
済
は
、
生
活
の
基
本
で
あ
り

ま
す
。
本
市
の
農
業
は
、
狩
野
川

流
域
の
平
野
部
を
中
心
に
、
米
や

野
菜
、
イ
チ
ゴ
・
ト
マ
ト
な
ど
を

生
産
す
る
都
市
近
郊
型
と
し
て
展

開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
山
間
地
の

一
部
で
は
、
高
原
蔬そ

菜さ
い

作
り
や
畜

産
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
全
国
共
通
の
認

識
と
し
て
、
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
生
産
高
の
減
少
な

ど
、
第
一
次
産
業
を
取
り
巻
く
現

状
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
中
、消
費
者
ニ
ー

ズ
に
配
慮
し
た
地
域
農
業
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
伊
豆
の
国
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
や
観
光
と
の
連
携
な

ど
、
多
面
的
な
農
業
振
興
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
農
業
の
６
次
産
業
化

と
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
増
員
・

育
成
、
中
山
間
地
の
農
業
の
促
進

を
図
る
こ
と
と
、
本
市
の
美
味
し

い
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
あ
れ
ほ
ど
光こ

う

芒ぼ
う

を

放
っ
て
い
た
伊
豆
半
島
は
、
そ
れ

を
ど
こ
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
、基
幹
産
業
の
観
光
分
野
は
、

長
期
に
わ
た
っ
て
低
迷
し
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
伊
豆
全
体
で
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
加
盟
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
中
、
地
域
内
に
お

け
る
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
設
立
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
実
現
に
つ
い
て
関
係

機
関
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
韮
山
反
射
炉
の
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
し
、
今
後
も
関

係
自
治
体
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
江
川
文

庫
の
書
画
、
典
籍
、
古
文
書
や
、

願
成
就
院
の
運
慶
作
諸
仏
な
ど
、

本
市
に
は
全
国
に
誇
る
国
宝
や
重

要
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ

ら
を
地
域
の
宝
、
市
民
の
宝
と
し

て
守
り
、
全
国
に
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

経
済
の
発
展
に
は
、
交
通
網
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
本
市
は
地

形
的
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
４
月
に
は
新
東
名
高
速
道
路
が

開
通
し
、
さ
ら
に
来
春
に
は
、
東

駿
河
湾
環
状
道
路
も
開
通
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
首
都
圏
か
ら

伊
豆
の
国
市
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

は
、
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
効
果
的

な
誘
客
に
関
係
団
体
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線

の
駅
周
辺
を
有
効
活
用
し
て
い
く

こ
と
も
発
展
の
カ
ギ
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
伊
豆
長
岡
駅

は
、
１
日
当
た
り
の
乗
降
客
数
が

約
５
千
人
と
利
用
者
の
多
い
駅
の

一
つ
で
、
沼
津
・
三
島
方
面
へ
の

通
勤
、
通
学
だ
け
で
な
く
伊
豆
長

岡
温
泉
や
地
域
の
拠
点
病
院
で
あ

り
ま
す
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属

静
岡
病
院
へ
の
入
り
口
と
な
っ
て

お
り
、
ま
さ
に
伊
豆
の
国
市
の
玄

関
口
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
駅
に
隣
接
す
る
南
條
交
差

点
を
含
め
て
、
地
域
の
魅
力
を
高

め
て
い
く
た
め
の
周
辺
整
備
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
振
興
に
は
、
新
し

い
企
業
の
立
地
や
既
存
企
業
の
活

性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の

で
、
県
や
商
工
団
体
と
緊
密
な
連

携
を
取
り
、
企
業
誘
致
や
経
営
安

定
化
へ
の
支
援
な
ど
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
・
少
子
化
対

策
・
女
性
の
就
業
支
援

　

次
に
、
３
．『
子
育
て
支
援
・

少
子
化
対
策
・
女
性
の
就
業
支
援
』

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

伊
豆
の
国
市
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
育
成
支
援
は
、
市
政

の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
位
置

付
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、育
児
の
悩
み
や
、子

ど
も
の
健
康
状
態
に
関
す
る
相
談

窓
口
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
孤
独
な

子
育
て
を
解
消
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
期
に
お
け
る
母
子

の
健
康
確
保
や
乳
・
幼
児
期
の
健

康
管
理
を
進
め
、
安
心
し
て
健
や

か
に
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
支
援
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

　

女
性
の
就
業
を
促
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
子
育
て
環
境
を
整
備

し
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
保

育
所
と
学
童
保
育
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
と
障
害
の
な
い

人
、
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き
生
き

と
暮
ら
す
社
会
を
つ
く
る
こ
と

は
、私
た
ち
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
へ

小
野
市
長
所
信
表
明

平
成
25
年
６
月
10
日

　

私
は
、
本
年
４
月
21
日
執
行
の

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
か
ら
厚
い
信
任
を
い
た

だ
い
て
、
伊
豆
の
国
市
長
と
し
て

市
政
の
か
じ
取
り
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
選

挙
期
間
中
は
も
と
よ
り
、
就
任
後

も
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
繰
り
返

し
て
お
り
ま
す
が
、
市
政
に
対
す

る
真
剣
な
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
改
め
て

責
任
の
重
さ
を
全
身
で
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
４

年
間
、
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
、
常
に
『
平
等
、
公
平
、

ク
リ
ア
な
政
治
』
を
実
行
す
る
と

い
う
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
市
長
と
し
て
全
力
を
尽
く
す

決
意
を
強
く
持
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

私
は
、
住
民
の
皆
様
の
最
も
身

近
な
自
治
体
に
寄
せ
る
思
い
に
応

え
る
た
め
、
旧
韮
山
町
議
会
議
員

と
し
て
、
ま
た
、
こ
こ
伊
豆
の
国

市
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、県
全
体
、

県
民
の
た
め
に
県
議
会
議
員
と
し

て
議
員
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
議
員

か
ら
市
長
へ
と
そ
の
立
場
は
変
わ

り
ま
す
が
、
私
の
『
伊
豆
の
国
に

一
生
懸
命
』
と
い
う
気
持
ち
は
だ

れ
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運

営
に
あ
た
っ
て
重
点
方
針
と
し
て

掲
げ
た
『
七
つ
の
命
題
』
に
沿
い

ま
し
て
、
所
信
を
述
べ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
を

実
現

　

ま
ず
、
１
．
と
し
て
、『
安
全
・

安
心
の
暮
ら
し
を
実
現
』
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　

安
心
は
、
政
治
の
基
本
で
あ
り

ま
す
。
た
び
た
び
交
通
事
故
の
犠

牲
者
と
な
る
子
ど
も
や
高
齢
者
の

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
児
童
の

通
学
路
を
は
じ
め
交
通
安
全
施
設

の
整
備
な
ど
を
進
め
、
交
通
安
全

の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問

題
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
本

市
の
ご
み
処
理
施
設
は
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
施
設
を
造
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ご

み
の
処
理
は
住
民
の
安
全
・
安
心

に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
、

住
民
の
納
得
の
い
く
形
で
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
伊
豆
市
と
の

連
携
を
維
持
し
つ
つ
『
広
域
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
の
あ
り
方
市
民

検
討
会
』
の
議
論
と
併
せ
、
建
設

候
補
地
の
公
募
方
式
な
ど
も
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
旧
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド

跡
地
は
、
伊
豆
の
国
市
の
発
展
の

た
め
に
大
切
な
財
産
で
あ
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
候
補
地
と
し
て
は
白

紙
と
し
、
観
光
、
産
業
、
公
園
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
選
択
肢
の

中
か
ら
、
市
民
や
伊
豆
の
国
市
を

来
訪
す
る
方
々
が
、
本
当
に
潤
い

を
体
感
で
き
る
と
こ
ろ
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
大
気
や
水
な
ど

の
環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

農
業
・
観
光
・
産
業
経
済
・

雇
用
対
策
の
強
化
と
充
実

　

次
に
、
２
．
と
し
て
、『
農
業
・

観
光
・
産
業
経
済
・
雇
用
対
策
の
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発
達
障
害
の
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
療
育
施
設
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
支

援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
・
人
づ
く
り
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
文
化
の
ま
ち
づ

く
り

　

次
に
、４
．『
教
育
・
人
づ
く
り
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
』
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

人
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
充
実
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
と
り
わ
け
、
市
内
の
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
の
内
、
通
学
が

遠
距
離
と
な
る
た
め
バ
ス
通
学
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
お

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
の
バ

ス
利
用
料
金
の
負
担
の
解
消
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
・
設
備
の
整

備
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

の
育
成
な
ど
、
体
力
づ
く
り
・
心

づ
く
り
の
応
援
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
多
く
の
市
民
が
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の

伝
統
芸
能
・
文
化
・
芸
術
な
ど
生

涯
に
わ
た
っ
て
親
し
み
、
心
豊
か

な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
各
種
文
化
団
体
活
動
の
振
興
支

援
や
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
を
進

め
、
こ
の
地
域
の
豊
か
な
歴
史
・

伝
統
文
化
を
守
り
育
て
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
文
化
を
高
め
る
た
め
の

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
源
氏

や
北
条
氏
、
北
条
早
雲
、
江
川
坦

庵
公
な
ど
の
本
市
の
誇
る
歴
史
上

の
人
物
を
生
か
し
た
歴
史
絵
巻
に

よ
る
大
時
代
祭
の
開
催
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
の
中
山
間
地
に

残
る
旧
小
学
校
を
、
芸
術
文
化
の

振
興
と
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

て
の
人
材
育
成
の
場
と
し
て
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

新
た
な
出
会
い
や
交
流
が
生
ま
れ

る
場
、
そ
し
て
、
児
童
の
体
力
づ

く
り
の
場
と
し
て
、
本
市
の
市
有

地
を
活
用
し
、
野
球
・
フ
ッ
ト
サ

ル
・
テ
ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
施
設
を
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
対
策
基
盤
の
整
備

　

次
に
、
５
．『
防
災
対
策
基
盤

の
整
備
』に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

防
災
は
、
太
古
か
ら
の
テ
ー
マ

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
制
定
さ

れ
た
『
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
』

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
観
光
を
担
う
、
ホ
テ
ル
、

旅
館
へ
の
影
響
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
県
や
関
係
団
体
と
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
事
業
者
の
負
担
軽
減

を
国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
狩
野
川
流
域
の
関
係
市

町
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

流
域
の
防
災
対
策
の
点
検
・
見
直

し
な
ど
を
進
め
、
自
然
災
害
か
ら

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
狩
野
川
水
系
に
よ
る

水
害
が
た
び
た
び
起
き
て
い
る
こ

と
や
、
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

急
傾
斜
地
が
点
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
治
水
、
治
山
や
砂
防
を
は

じ
め
と
す
る
、
地
震
・
防
災
対
策

の
強
化
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充

実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
想
定
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
液
状
化
被
害
の
対
策
と
公

共
建
物
の
耐
震
性
の
見
直
し
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
の
未
利
用
地
を

調
査
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
場

所
や
災
害
廃
棄
物
保
管
場
所
と
し

て
の
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
避
難
路
や
救
援
物
資
の
搬
送

な
ど
に
使
用
す
る
幹
線
道
路
や
支

線
道
路
に
つ
い
て
の
点
検
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉

　

次
に
、６
．『
医
療
・
介
護
・
福
祉
』

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
や
社
会
環
境
の
変
化

等
に
よ
り
、
身
体
や
心
に
不
調
を

き
た
す
人
が
増
加
す
る
な
か
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し
く
過

ご
し
た
い
と
い
う
の
は
、
市
民
共

通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
「〝
だ
れ
か
が
〞
疲
れ
き
っ

て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
」、
手
を

差
し
の
べ
、
支
援
す
る
こ
と
が
行

政
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
多
様
化
す
る
医

療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
総
合

病
院
や
診
療
所
等
の
連
携
体
制
を

緊
密
に
し
、
地
域
医
療
体
制
を
充

実
強
化
し
て
い
く
た
め
に
、
医
療

機
関
等
へ
の
積
極
的
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
は
個
々
の
状

況
や
そ
の
変
化
に
応
じ
て
、福
祉
・

介
護
・
医
療
な
ど
、
継
続
的
か
つ

包
括
的
に
支
援
で
き
る
よ
う
、
例

え
ば
、
独
居
高
齢
者
、
老
老
介
護

者
に
は
『
ご
用
聞
き
制
度
』
な
ど
、

き
め
細
か
な
支
援
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
伊
豆
半
島
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
静
岡
県
東
部
に
お
け

る
医
療
の
中
枢
を
担
っ
て
い
る
順

天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
当
病
院
を
核
と
し

た
地
域
医
療
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革

　

次
に
、
７
．『
行
財
政
改
革
』

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
６
つ
の
命
題
、
重
点
方
針

を
実
現
す
る
た
め
の
原
動
力
は
、

市
役
所
、
市
職
員
と
市
民
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
市
役
所
の
改
革
が
重
要

で
あ
り
、
職
員
の
意
識
を
変
え
、

人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
に
お
け
る
歳
入
の
根

幹
を
な
す
の
は
、
市
民
が
納
め
た

大
切
な
市
税
で
あ
る
こ
と
を
職
員

に
認
識
さ
せ
、
財
政
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
常
に
市
民
の
声
を
聞

く
と
と
も
に
市
民
の
利
益
を
考

え
、
効
果
的
な
運
営
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
需
要
の
変
化
に
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
男
性
・

女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
個
々

の
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
こ
に
光

を
あ
て
て
資
質
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か

ら
は
新
し
い
公
共
と
い
う
形
で
、

市
役
所
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
事

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
と
の
情
報

共
有
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
の
市
政
参
画
の
場
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に

　

こ
の
た
び
、『
富
士
山
』
が
め

で
た
く
世
界
文
化
遺
産
に
な
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
、
静
岡
県
は
Ｐ
Ｒ
に
谷た
に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
うの
『
富
士
』
の
図ず

を
使
用
し

ま
し
た
。
谷
文
晁
は
江
戸
時
代
、

長
く
韮
山
江
川
邸
に
逗と

う

留り
ゅ
うし
、
富

士
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。『
富
士

山
』
の
最
も
美
し
く
見
え
る
ま
ち

―
『
伊
豆
の
国
』
を
も
っ
と
県
、

国
内
外
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
『
伊
豆

の
国
』
の
あ
る
べ
き
姿
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、４
月
に
市
長
に
就
任
し
、

市
内
外
、
県
や
国
に
赴
か
せ
て
い

た
だ
き
、
実
に
大
勢
の
方
々
と
話

を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
伊
豆
に
期
待
し
て
い
る
も
の

は
何
か
、
伊
豆
に
何
を
求
め
て
い

る
の
か
を
、
垣
間
み
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
こ
と
に

抽
象
的
な
表
現
で
あ
り
ま
す
が
、

『
美
し
い
国
の
顕け

ん

現げ
ん

』
で
あ
る
よ

う
に
思
え
た
の
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
会
合
で
自
己
紹
介

す
る
と
き
、「
伊
豆
の
国
市
長
の
小

野
登
志
子
で
す
」と
申
し
ま
す
と
、

集
ま
っ
た
人
々
は
一
様
に
「
伊
豆

の
国
市
と
は
、
何
て
美
し
い
響
き

な
ん
で
し
ょ
う
！
」と
感
嘆
さ
れ

ま
し
た
。『
伊
豆
の
国
市
』
が
未

だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
も
言

え
ま
す
が
、『
伊
豆
の
国
市
』
と

聞
い
た
だ
け
で
、
自
然
の
美
し
さ

と
高
い
文
化
を
持
っ
た
ま
ち
を
想

い
起
こ
す
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
思
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

が
抱
く
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に

守
り
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

　

よ
く
産
業
を
起
こ
し
、文
化
・

芸
術
の
力
を
も
っ
て『
品
格
の
あ

る
ま
ち
』を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
が
伊
豆
の
中
央
部
に
生
き

る
私
た
ち
の
つ
と
め
で
は
な
い

か
と
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
私
は
先

ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
命
題

に
沿
っ
た
方
針
に
基
づ
き
市
政
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
並
び

に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
所
信

表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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夏のイベント情報

8/1
（木）

7/20
（土）

8/1
（木）

8/18
（日）

きにゃんね大仁夏祭り

問 

伊
豆
の
国
市
商
工
会
大
仁
支
所

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）３
０
６
０

約
８
千
発
も
の
花
火
が
最
大
の
見
ど
こ
ろ
。
鮮
や

か
に
彩
る
大
輪
の
輪
が
、
狩
野
川
上
空

を
明
る
く
照
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
前
商
店
街
の
歩
行
者
天
国
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
抽
選

会
も
行
い
ま
す
。

昭和 25年からづつく伝統あるまつり

と　

き
・
と
こ
ろ

　

８
月
１
日
（
木
）

　

※ 

小
雨
決
行
、
荒
天
時
は
５

日
（
月
）
に
延
期

　

① 

大
仁
駅
前
商
店
街
の
歩
行

者
天
国　

14
時
〜

　

②
花
火
打
ち
上
げ

　
　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

　
　
（ 

狩
野
川
大
仁
橋
下
流

２
０
０
ｍ
付
近
）

8/4
（日）

8/3
（土）

韮山狩野川祭り 2013

伊豆長岡温泉戦国花火大会

問 

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

打ち上げ場所からわずか150mという最高のロケーション

伊豆の国市の奇祭

（写真はイメージ）

桟
敷
席

　

１
マ
ス　

２
０
，０
０
０
円　

　
　
（
定
員
は
10
〜
12
人
程
度
）

　

※ 

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会
で
発

売
中
！

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火　

　

１
口　

５
，０
０
０
円

灯
ろ
う　

　

１
個
５
０
０
円
（
８
月
３
日
）

※ 

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と　

き

韮
山
狩
野
川
祭
り
２
０
１
３

８
月
３
日
（
土
）

伊
豆
長
岡
温
泉
戦
国
花
火
大
会

８
月
４
日
（
日
）

共
通

花
火
打
ち
上
げ

　

20
時
15
分
〜
20
時
45
分　
　
　

＊
雨
天
時
は
翌
日
順
延

と
こ
ろ　

狩
野
川
千
歳
橋
付
近

桟
敷
席　

　

１
マ
ス　

３
０
，
０
０
０
円

　
（ 

定
員
10
人
程
度
。
敷
物
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

　

１
口　

５
，
０
０
０
円

※ 
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

花
火
で
楽
し
む

迫
力
満
点

故
郷
の
川

狩
野
川
で
楽
し
む

と　

き

７
月
21
日
（
日
）　
（
当
日
受
付
）

９
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

千
歳
橋
付
近

内　

容

・
カ
ヌ
ー
体
験

　
（
１
人
乗
り
・
２
人
乗
り
）

・
６
人
乗
り
ゴ
ム
ボ
ー
ト

・
水
遊
び

　
（
下
駄
飛
ば
し
、
タ
ー
ザ
ン
）

・
手
作
り
体
験

　

 （
竹
細
工
、
絵
手
紙
、
手
品
・

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
イ

ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）

・ 

飲
食
ブ
ー
ス

　

 （
か
き
氷
、焼
き
そ
ば
、ア
イ
ス
、

イ
カ
焼
き
な
ど
）

問 

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

狩野川カヌーフェスティバル
2013

かわかんじょう

と　

き

７
月
20
日
（
土
）

８
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
（
集
合
場
所
）

大
門
橋

内　

容

カ
ヌ
ー
川
下
り　

　

大
門
橋
〜
狩
野
川
さ
く
ら
公
園

　

川
下
り
（
約
４
㎞
）

※ 

要
予
約　

７
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

　

狩
野
川
神
島
橋
上
流

問 

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会　

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

狩
野
川
川
遊
び
大
会

住
民
の
、
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
。
イ
カ
ダ
競
漕
、
水

遊
び
広
場
、
水
辺
競
技
体
験
、
市
民
交
流

広
場
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
職
場
や

各
種
団
体
の
仲
間
で
参
加
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
ょ
う
。
イ
カ
ダ
競
漕
以
外
は
当
日

受
け
付
け
で
す
。

と　

き　

　

８
月
18
日
（
日
）　

８
時
〜
12
時

　

※ 

荒
天
中
止

と
こ
ろ　

狩
野
川
大
門
橋
〜
千
歳
橋
付
近

イ
カ
ダ
競
漕
参
加
者
募
集

　

ご
家
族
・
ご
友
人
と
ア
イ
デ
ィ
ア
満
載

の
イ
カ
ダ
を
作
っ
て
、
狩
野
川
下
り
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

問 

伊
豆
の
国
市
商
工
会

☎ 

０
５
５
（
９
４
９
）
３
０
９
０

郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
の

祭
。
か
わ
か
ん
じ
ょ
う

は
、
狩
野
川
の
水
霊
を
鎮
め
る

行
事
。「
ウ
ッ
、
ウ
ッ
、
ウ
ァ
、

ハ
イ
！
」
と
い
う
か
け
声
と
共

に
男
た
ち
が
松た

い

明ま
つ

を
乗
せ
た
い

か
だ
を
運
ぶ
姿
は
幻
想
的
で
、

一
見
の
価
値
有
り
で
す
。

と　

き　

８
月
１
日
（
木
）
18
時
30
分
〜

　
　
　

※
雨
天
中
止

　
　
　
　
（ 

松た
い

明ま
つ

が
灯
る
の
は

　
　

 　

 　

18
時
45
分
こ
ろ
〜
）

7/21
（日）
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平成 25年８月１日

平成 23年 3月 21日

１割

平成 25年８月１日

見
本

平成 26年 7月 31日

1 2 3 4 5 6 7 8

静岡県伊豆の国市
長岡 340 番地の 1

伊豆野　国美　　　　　　　　女

昭和 11年 3月 21日　 　　　

3 9 2 2 2 2 5 2 

限度額適用・標準負担額減額認定証
　認定証も８月１日から変わります。市
民税非課税世帯の被保険者は、申請する
と限度額適用・標準負担額減額認定証が
交付されます。
●現在、認定証をお持ちの場合
　新しい認定証は、８月中に郵送します。
ただし、非課税世帯でなくなった人は交
付対象でないため継続交付されません。
●認定証をお持ちでない場合
　交付を希望する人は国保年金課（伊豆
長岡庁舎）または各庁舎市民課で申請の
手続きをしてください。

８月１日（木）から変わります。

後期高齢者医療 被保険者証が
オレンジ色

問 国保年金課
☎ 055-948-2905

オレンジに
変わります！

　新しい被保険者証は 7月下旬に郵送しますので、被保険
者証が届いたら、名前、一部負担金の割合などを確認し、な
くさないように大切に保管しましょう。
　また、有効期限の過ぎた緑色の被保険者証は、細かく裁断
するなどして処分してください。8月以降に 75歳になる人
には、誕生月の前月下旬に被保険者証を郵送します。

一部負担金の割合
　一部負担金の割合は１割または３割で、
平成 24年中の所得・収入によって決まりま
す。３割負担になる人は、平成 25年度の市
民税課税標準額が 145 万円以上の被保険者
とその人と同じ世帯にいる被保険者です。
※ ただし、次の条件に当てはまる人は、確
定申告書の写しなどを添えて申請すると
『1割』になります。
・ 世帯に後期高齢者医療被保険者が 1人で、
その人の収入が 383 万円未満の場合
・ 世帯に後期高齢者医療被保険者が 2人以上
で、その 2人以上の収入合計額が 520 万
円未満の場合
・ 世帯に後期高齢者医療被保険者が 1人で、
同じ世帯にいる後期高齢者医療に加入して
いない 70 歳～ 74 歳までの人との収入合
計額が 520 万円未満の場合

後期高齢者医療保険加入者 様
平成 25年 8月 1日

1 2 3 4 5 6 7

静岡県伊豆の国市
長岡 340 番地の 1

伊豆野　国太郎　　　　　　男

伊豆野　国太郎　　

昭和 16年 1月 23日　 　　男

２割（平成 26年 3月 31日までは１割）

平成 25年８月１日

平成 26年７月 31日

2  2  0  8  4  8 
見
本

　国民健康保険に加入の 70 歳から 74 歳までの人に、
高齢受給者証を交付しています。高齢受給者証の更新は
毎年8月1日です。8月1日から有効の高齢受給者証は、
7月下旬に郵送します。8月以降に 70歳になる人には、
誕生月の下旬に高齢受給者証をお送りします。
　医療を受けるときの自己負担割合を示す証明書になり
ますので、病院などの窓口では保険証と一緒に必ず提示
してください。

８月１日（木）から変わります。

高齢受給者証がうぐいす色

割合 対象になる人

３割
現役並み
所得者

同一世帯に市民税課税標準額が145万円以上の70～74歳までの国保被保険者がいる人。
＊ただし、次の人は申請すると『1割負担』になります。
● 70～ 74歳までの国保被保険者の収入の合計が 2人以上の場合で 520 万円未満、1人
の場合は 383 万円未満の人。●同一世帯に後期高齢者医療制度に移行する人がいて、現
役並み所得者になった国保被保険者 1人の世帯の場合、市民税課税標準額が 145 万円以
上かつ収入が 383 万円以上で、同一世帯の国保から後期高齢者医療に加入した人も含め
た収入の合計額が 520 万円未満の人。

１割
※1

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅰ・Ⅱに該当しない人

低所得者Ⅱ
同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が市
民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）

低所得者Ⅰ・Ⅱの人は『限度額適用・標準負
担額減額認定証』が必要です。※2

低所得者Ⅰ
同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が市
民税非課税で、各所得がいずれも０円の人
（年金の所得は控除額を80万円として計算）

●自己負担割合について
自己負担割合は平成 24年中の所得などにより決まります。

※１　 1 割負担の受給者証は、平成 26年 4月から一律 2割負担となる予定の
ため、『2割（平成 26年 3月 31日までは 1割）』と表示されています。

※ 2　 『限度額適用・標準負担額減額認定証』を医療機関などに提示すると、
医療費が自己負担限度額までとなり、入院時の食事代も減額されます。

　　　 　なお、複数の病院や薬局での支払額の合計が自己負担限度額を超えた
場合は、高額療養費として支給されます。

　　　認定証の交付を希望する場合は申請が必要です。
　　　申請先　国保年金課（伊豆長岡庁舎）または、各庁舎市民課
　　　持ち物　認印、本人確認書類、委任状（代理受取の場合）

●有効期限について
　有効期限は平成 26年 7月 31日です。ただし、平成 26年 7月 31日以前に
75歳になる場合、有効期限は 75歳の誕生日の前日になります。
　75歳になると後期高齢者医療で医療を受けるようになります。切り替え時
には市役所から保険証をお送りします。

● ８月以降、藤色の高齢受給者証は使用できません。ハサミを入れるなどして
処分してください。 問 国保年金課

☎ 055-948-2905

70 ～ 74 歳の国保加入者 様

うぐいす色に
変わります！

市役所職員と偽り、
電話で「医療費の

還付がある」と言って、
口座番号や携帯電話番号を聞き出そうと
したり、銀行のＡＴＭの操作を指示した
りするような事例が全国的に多発してい
ます。市内でも同様の事例が発生してい
ますので、十分ご注意ください。

不審な電話にご注意ください
市役所からは
・ キャッシュカードやクレジットカードの暗証番号をお
聞きすることは一切ありません。
・  ＡＴＭ（現金自動預け払い機）を利用
して還付などの手続きをお願いするこ
とはありません。

不審な電話に対しては即答せず、
市役所担当課までお問い合わせください。

2013.7.1 2013.7.1
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学生納付特例 若年者納付猶予 全額免除・一部納付（一部免除）

対象
大学・短大・専門学校・各
種学校などに在学している
20歳以上の学生

20歳～ 30歳未満の人 20歳～ 60歳未満の人

免除期間 平成 25年 4月から平成 26
年 3月 平成 25年 7月から平成 26年 6月

受付期間 平成26年4月30日（水）まで 平成 25年 7月 1日（月）から平成 26年 7月 31日（木）まで

所得の目安 本人の平成 24 年中の所得
が 118 万円以下

本人、配偶者の平成 24 年中
の所得が一定額以下　下記表

本人、配偶者、世帯主の平成 24
年中の所得が一定額以下　下記表

受給資格期間
と

年金額

制度適用期間は、老齢基礎年金の金額に含まれませんが、
老齢・障害・遺族年金を請求する場合の受給資格期間に含
まれます。

制度適用期間は、老齢・障害・遺
族年金を請求する場合の受給資格
期間に含まれます。老齢基礎年金
の計算に一部含まれます。

申請方法

申請先　　国保年金課（伊豆長岡庁舎）または各支所市民課
持ち物　　 ①年金手帳　②認め印（本人が署名する場合は不要）　③学生の場合は学生証のコ

ピー（両面）か在学証明書　④失業した人は雇用保険受給資格者証または雇用保険被
保険者離職票（いずれもコピー可）　⑤平成 25年 1月 2日以降に転入した人は所得
課税証明書

申請に関する問合せ先　　国保年金課　☎ 055-948-2905
扶養の確認について
　税制改正（扶養控除廃止）に伴う国民年金保険料免除基準等の改正により、税制上の扶養親族の内、16歳か
ら 19歳未満の扶養親族がいる場合は、申請時に申立書の提出が必要になります。

世帯構成
全額免除
若年者納付
猶予

4分の 3
免除 半額免除 4分の 1

免除

単身世帯 57 万円
（122 万円）

93 万円
（158万円）

141 万円
（227万円）

189 万円
（296 万円）

２人世帯
（夫婦のみ）

92 万円
（157 万円）

142 万円
（229万円）

195 万円
（304万円）

247 万円
（376 万円）

４人世帯
（夫婦 ･16 歳未
満の子 2人）

162 万円
（257 万円）

230 万円
（354万円）

282 万円
（420万円）

335 万円
（486 万円）

　日本国内に住んでいる 20歳以上 60歳未満のすべての人
は、公的年金への加入が義務づけられています。自営業者・
農業者とその家族、学生、無職の人は、国民年金の保険料
を自分で納付しなければなりません。
　未納のままにしておくと、老齢基礎年金やいざというと
きに障害基礎年金・遺族基礎年金を受けとることができな
い場合があります。保険料を納めることが経済的に難しい
とき、保険料免除・納付猶予制度を利用してください。

※ 免除申請をしても、所得によっては一部しか免除されない場合があり
ます。その場合、残りの保険料を納付しない場合は未納と同じ扱いに
なります。

【保険料の追納について】
　保険料の免除・猶予の承認を受けた期
間は、保険料を全額納付した時に比べ、
将来受け取る年金額が少なくなります。
そこで、保険料の納付を免除された期間
は、10年以内であれば、あとから納める（追
納）ことができます。追納を希望する場合
は、申し込みが必要です。
　さかのぼって３年度目以降に追納する
場合は、経過期間に応じた加算額が上乗
せされます。
　経済的に余裕がある場合は、保険料を
納付するほうがおトクです。保険料の後
払い（追納）は、保険料が高くなることは
あっても、安くなることはありません。 
経済的に余裕がある場合は、口座振替の
早割制度、保険料の前納制度を利用され
ることをおすすめします。

※ 平成 24年 7月から平成 25年 6月分の若年者納付猶予、全額免除・一部納付（一部免除）の申請受け付けは、
平成 25年 7月31日（水）までです。

【免除の対象となる所得（収入）の目安】 表

平成 25年度月額

15,040 円

問 三島年金事務所　☎ 055-973-1444
　 日本年金機構のホームページ　
　 http://www.nenkin.go.jp/

国民年金の
保険料免除制度

　市では、介護が必要な人（介護保険の要介護度 3・4・
5）を在宅で介護している人に対して、その労をねぎ
らうための『介護手当』を毎年 7月 1日と 1月 1日
を基準日として支給しています。
　対象になると思われる人には、6月末に通知を発送
しましたので、手続きをお願いします。なお、該当す
る人で申請書が届かない人はお問い合わせください。

▶支給対象　次の①～⑤のすべてに該当する
要介護者と基準日以前６カ月以上同居し、か
つ生計を同じくしている介護者
　① 基準日以前６カ月以上継続して伊豆の国
市に在住（住民登録）している人

　② 介護保険制度の要介護認定が、基準日以
前６カ月以上継続して要介護３～５に該
当していると認められた人や、それに相
当する寝たきりの人や認知症の人

　③ 入院・施設入所・短期入所等の日数が、基準
日前６カ月の間に通算して 44日以下の人

　④ 基準日前６カ月の間に特別障害者手当を
受けていない人

　⑤ 基準日前６カ月の間に生活保護を受けて
いる介護者に介護されていない人

※基準日以前
　平成 25年 1月 2日から 7月 1日
※基準日前
　平成 25年 1月 1日から 6月 30日

▶申請場所　 高齢者支援課（大仁庁舎）
　　　　　　または各庁舎市民課
▶申請期間　7月 1日（月）～ 31日（水）
　　　　　　※ 土・日・祝日を除く 8：30～ 17：15、

木曜日は 19：00まで
▶持ち物
　 申請書・申請者（介護者）の印鑑・
振込先の通帳

問 高齢者支援課　
☎ 0558-76-8011　

 気軽にご相談ください

少しでもねぎらいたい…

身体・知的・精神障害者相談員

介護手当のお知らせ

問 障がい福祉課　☎ 0558-76-8007

市の『身体障害者相談員』、『知的障害
者相談員』、『精神障害者相談員』が

決まりました。障害のある人やその家族な
どの悩みや相談に応じます。
　相談者と共に問題を考え、関係機関との
連携を図りながら、問題解決のお手伝いを
します。相談のある人は、直接相談員へ電
話をするか、障がい福祉課へお問い合わせ
ください（相談員が知り得た秘密は厳守し
ます）。

　　
　身体、知的、精神それ
ぞれの相談員が、障害別
に相談に応じます。気軽
にご相談ください。
と　き　7月 19日（金）
　　　　9：30～ 12：00
ところ　大仁保健センター

写真 区分 相談員名 連絡先

後
列
左
か
ら

身体障害相談員 渡邊俊夫 （長岡） ☎ 055-948-0115
身体障害相談員 小澤咲夫 （南江間） ☎ 055-948-3467
精神障害相談員 森野　功 （下畑） ☎ 0558-76-6324
知的障害相談員 髙橋　理（南條） ☎ 055-949-1160
知的障害相談員 室伏利男 （南江間） ☎ 055-948-3934

前
列
左
か
ら

身体障害相談員 前田成昭 （四日町 ) ☎ 055-949-1115
身体障害相談員 柿島かの子 （原木） ☎ 055-949-5896
身体障害相談員 神田峰代 （田京） ☎ 0558-76-2093
身体障害相談員 山本君代 （御門） ☎ 0558-76-1553

右上 知的障害相談員 西島和子 （田京） ☎ 0558-76-3207

相談員による相談会

支給額

要介護４･５の認定を受けて、
介護保険のサービスを利用していない人
1 回あたり　 60,000 円

1回あたり　 30,000 円

2013.7.1 2013.7.1



12
13

仲
間
が
い
る
か
ら
頑
張
れ
た

ー
田
方
支
部
消
防
操
法
大
会
を
終
え
て
ー

第 5分団の役員および出場要員（敬称略）
右から小川彰弘（分団長）、濱洋和（指揮
者）、杉山敦士（1番員）、鈴木将平（2番員）、
金子啓佑（3番員）、金井泰浩（4番員）、
岩田勝（補助員）、高井一樹（機械部長）

第 5分団（ 金谷・山木・多田・
長崎・  土手和田）

団員数　18 人
団員の平均年齢　26.4 歳

息の合った操作で吸管を伸ばす2人

見事な放水を見せる第 5分団
ポ
ン
プ
車
周
り
は

規
律
の
見
せ
ど
こ
ろ

消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
規
律
厳
正
な
団
体
行

動
と
消
防
団
活
動
の
進
歩
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
田
方
支
部
消
防
操
法
大
会
が
、
５
月
26
日
、
熱
海
観
光
港
芝
生
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
６
人
編
成
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
と
、
５
人
編
成
に
よ
る

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
２
種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。
操
法
と
は
、
実
際
の
火

災
現
場
で
、
迅
速
・
正
確
か
つ
安
全
に
火
を
消
す
た
め
の
訓
練
で
す
。

今
大
会
は
５
市
１
町
（
熱
海
・
伊
東
・
三
島
・
伊
豆
の
国
・
伊
豆
・
函

南
）
か
ら
54
人
の
消
防
団
員
が
出
場
。
優
勝
し
た
分
団
は
県
大
会
に
挑

め
る
、
消
防
団
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
大
会
で
す
。

　

今
回
は
、ポ
ン
プ
車
操
法
で
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
た
第
５
分
団
の
皆

さ
ん
に
、大
会
を
振
り
返
り
な
が
ら
消
防
団
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
。
そ
れ
は
消

防
団
に
と
っ
て
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
。
開
催
は
２
年
に
一
度
、

さ
ら
に
伊
豆
の
国
市
は
各
分
団
に

よ
る
輪
番
制
を
と
っ
て
い
る
た

め
、
同
一
種
目
で
一
つ
の
分
団
が

出
場
で
き
る
の
は
実
に
24
年
に
一

度
。
こ
の
貴
重
な
機
会
を
『
自
分

た
ち
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら

え
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
』
と
と
ら

え
た
と
い
う
小
川
分
団
長
。
こ
の

日
の
た
め
に
、
約
１
年
前
か
ら
団

員
み
ん
な
で
訓
練
を
積
ん
で
き
ま

し
た
。

勝
負
は
一
瞬

　

当
日
は
さ
わ
や
か
な
五
月
晴

れ
。
各
分
団
の
団
員
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
や
Ｏ
Ｂ
、
県
市
町
の
関

係
者
ら
約
１
，
５
０
０
人
も
の
観

衆
が
集
ま
り
、
会
場
は
消
防
独
特

の
異
様
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
一
番
員
の
杉
山
さ
ん
も
ス

タ
ー
ト
を
前
に
「
今
ま
で
に
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
雰
囲
気
だ
っ

た
。」
と
話
し
ま
す
。

　

泣
い
て
も
笑
っ
て
も

最
後
の
勝
負
が
始
ま
り

ま
し
た
。
審
査
員
の
始

め
の
合
図
と
と
も
に
す

べ
て
が
始
動
。
朝
も
夜

も
練
習
を
重
ね
て
き
た

成
果
を
こ
の
一
本
に
発

揮
す
る
た
め
に
。

　
「
こ
ん
な
長
い

期
間
、
本
気
で
頑

張
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。」

と
三
番
員
の
金
子

さ
ん
が
言
え
ば
、
四
番
員
の
金
井

さ
ん
も
「
消
防
団
本
部
や
指
導
員

の
方
た
ち
も
、
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
す
ぐ
に
訓
練
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
。
ま
る
で
僕
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
戦
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
。
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
。」「
他
の
分
団

が
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
手
伝
っ

て
く
れ
た
。う
れ
し
か
っ
た
半
面
、

市
の
代
表
と
し
て
の
責
任
も
感
じ

ま
し
た
。」
と
機
械
部
長
の
高
井

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
こ
の
大
会
を
経
て
、
分
団
の

み
ん
な
が
一
回
り
も
二
回
り
も
成

長
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
分
団
の
団
結
力
が
高
ま
り
、
よ

り
強
い
絆
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
が

今
大
会
を
通
し
て
得

ら
れ
た
一
番
の
財
産

で
す
ね
。」
と
小
川

分
団
長
は
少
し
恥
ず

か
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
今
、
地
域
の

『
消
防
団
』
を
考
え
る

　

消
防
団
の
最
大
の
使
命
は
地

域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
。
彼
ら
は
、
大
雨
や
台
風
が
来

れ
ば
一
晩
中
、河
川
水
位
の
監
視

を
続
け
、翌
日
は
普
通
に
自
分
の

職
場
へ
出
勤
し
ま
す
。火
事
が
あ

れ
ば
夜
中
だ
ろ
う
が
真
っ
先
に
消

火
に
向
か
い
ま
す
。

　

果
た
し
て
そ
こ
ま
で

し
て
消
防
団
活
動
に
従

事
す
る
理わ

由け

と
は
。

　

こ
れ
は
一ひ
と

重え

に
『
仲

間
が
い
る
か
ら
』
と
い

う
理
由
に
他
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
大

会
を
終
え
、
第
５
分
団
、
第
11
分

団
と
も
に
「
仲
間
の
絆
が
強
ま
っ

た
。」「
こ
の
仲
間
で
消
防
団
活
動

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」
と
口
を

揃
え
ま
す
。
消
防
団
は
、
社
会
人

に
な
っ
て
自
分
の
職
場
以
外
で
、

信
頼
で
き
る
仲
間
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
最
良
の
場
で
あ
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
み
ん
な
で
築
く
地
域
の

た
め
の
消
防
団
。
彼
ら
の
活
動
を

見
か
け
た
と
き
、
自
然
に
「
が
ん

ば
っ
て
ね
」「
お
疲
れ
様
」
の
声

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん

な
地
域
の
環
境
を
皆
さ
ん
で
作
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ポンプ車操法の〝花形〟
二番員の鈴木さん

消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん
か

　

消
防
団
は
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

興
味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
安
全
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

火点に向け放水する指揮者

左から堀江延正（1番員）、新村
大（2番員）、石井弘希（3番員）、
関野恭輔（指揮者）（敬称略）

操
作
の
合
図
は
目
と

耳
で
確
認

　

勝
負
は
一
瞬
で
し
た
。「
い

つ
も
通
り
で
き
た
。」
と
胸

を
張
る
二
番
員
の
鈴
木
さ
ん
。

　

出
場
順
番
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
彼
ら
は
そ
の
逆
境
を
プ
ラ

ス
と
と
ら
え
、
自
分
の
持
て
る
力

を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

準
優
勝
と
い
う

結
果
を
受
け

　
「
正
直
、優
勝
し
た
か
っ
た
で
す

ね
。」と
悔
し
が
る
補
助
員
の
岩
田

さ
ん
。
指
揮
者
の
濱
さ
ん
も「
結

果
を
出
し
て
、支
え
て

く
れ
た
み
ん
な
に
恩

返
し
が
し
た
か
っ
た

で
す
。」と
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も

要
員
の
み
ん
な
か
ら
は

充
実
感
に
満
ち
た
表
情

が
う
か
が
え
ま
す
。

競技を見守る多数の観衆市
の
代
表
で
あ
る
と
い

う
誇
り
を
持
っ
て
、

週
６
日
間
、
早
朝
お
よ
び
夜

間
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。
結

果
は
努
力
賞
で
し
た
が
、
頂

点
を
目
指
し
た
活
動
の
中
で

団
員
が
流
し
た
汗
、
流
し
た

涙
の
数
だ
け
人
間
的
に
も
成
長
で
き
、

団
員
相
互
の
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま

し
た
。

　

連
日
、消
防
団
活
動
が
で
き
た
の
は
、

消
防
団
本
部
を
は
じ
め
家
族
、
友
人
、

地
域
の
方
々
の
支
え
、勤
務
先
の
理
解

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、災

害
発
生
時
に
は
市
民
に
恩
返
し
で
き
る

よ
う
団
員
一
丸
と
な
っ
て
消
防
団

活
動
に
ま
い
進
い
た
し
ま
す
。ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
11
分
団
長　

小
田
川 

真
第 11分団（田京）
団員数   29 人
団員の平均年齢  27.7 歳    

第
11
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
努
力
賞

2013.7.1
2013.7.1



　5月 18 日　韮山南小で人権教室を実施
いじめの怖さを学んで

　韮山南小学校の４年の２クラスで、人権教室を行い

ました。講師を務めたのは市人権擁護委員の２人。い

じめのアニメをみて、いじめる側、いじめられる側の

気持ちや、いじめが起きないようにどうしたらいいか

を話し合いました。今回は、家庭でいじめの話をして

もらおうと、参観日の授業として実施しました。

　伊豆の国市で 9 人が委嘱されている同委員は、毎

月１回、第３水曜日に、人権相談事業も行っています。

14

　5月 19 日　消防団総合演習を実施

地域を守るのは自分たち

　消防団と地区の自主防災会らによる総合演習を旧ス

ポーツワールド駐車場で行いました。同演習は、これ

からの出水期を前に、水防工法の技術習得を目的に毎

年この時期行っています。

　参加者は、消防団の指導のもと水害時に水の浸入を

防ぐ『土のう』の作り方や積み方を学びました。また、

水防訓練後は消防団による訓練礼式、小型ポンプ操法、

ポンプ車操法などを披露しました。

選任書を受け取る河野氏

◀市の教育を担う教育委員の皆さん
　左から浅倉惠美さん、相澤温さん、河野
　眞人さん、大川治彦さん、上田恵美子さん

▶ 5月18日付けで
選任された浅倉
惠美さん

教
育
長
に
河こ

う

野の

眞ま
さ

人と

氏

　

６
月
11
日　

　

市
の
教
育
を
担
う
教
育
委
員
揃
う

伊
豆
の
国
市
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、

河
野
眞
人
氏
（
四
日
町
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
河
野
氏
は
、
静
岡
県
立
韮
山
高
等
学
校

な
ど
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
市
内
の
幼

稚
園
や
小
学
校
の
評
議
員
と
し
て
教
育
行
政
の

推
進
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
選
任
書
交
付
式
で

は
、
小
野
市
長
か
ら
選
任
書
が
手
渡
さ
れ
、｢

伊
豆
の
国
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ご
尽

力
い
た
だ
き
た
い
。｣

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

河
野
氏
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
明
る

く
元
気
に
な
る
よ
う
な
、
教
育
行
政
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
教
育
委
員
会
６
月
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
教
育
長
に
河
野
氏
が
任
命
さ
れ
た
ほ

か
、
５
月
18
日
付
け
で
伊
豆
の
国
市
教
育
委
員

会
委
員
に
選
任
さ
れ
た
浅
倉
惠
美
氏
（
寺
家
）

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

み

2013.7.115

　5月 29 日　下畑および宗光寺水源地で水神祭

　6月 6日　田方消防、大会の成績を報告

市に欠かせない水源に感謝

『はしご登はん』の部、30年ぶりの優勝

　5月 29 日　伊豆長岡柔道会が県大会優勝を報告

　6月 1日　反射炉ホタルコンサートを開催

県内 24チームの頂点に

歌あり踊りありのステージ

　世界遺産登録を目指す韮山反射炉で、この時期恒例

となるホタルコンサートを行いました。

　今年は、市音頭保存会による踊りの披露や和太鼓、

尺八の演奏、子どもたちによる合唱などが行われ、約

1,200 人の観客が集まりました。

　また、コンサート終了後には、多くの人が反射炉横

を流れる古川護岸に舞うホタルを観賞し、暗闇に舞う

黄金の光に感嘆のため息を漏らしていました。

　5 月 5 日に行われた静岡県柔道祭小学生の部で伊

豆長岡柔道会が優勝、小野市長へ報告に訪れました。

大会は、県内 24 チームが出場。1 チーム 6 人（補

員含む）の団体戦です。決勝では藤枝柔道倶楽部を破

り、見事優勝を果たしました。

　報告会では、小野市長の質問に緊張しながら答える

可愛らしい“つわもの”でした。なお、同大会中学生

男子の部では長岡中学校が 3 位の好成績でした。

　田方消防が、6 月 5 日に行われた第 42 回静岡県

消防救助技術大会の成績報告に、小野市長を訪れまし

た。同大会は静岡県消防学校を会場に、『引揚救助』『障

害突破』など 7 種目を実施、県下 25 消防本部対抗

で競われました。

　田方消防は『はしご登はん』で優勝、『ロープブリッ

ジ救出』で 6 位の入賞を果たしました。なお、『はし

ご登はん』の優勝は、30 年ぶりの快挙だそうです。

　豊かな水の恵みに感謝し、良質な水の安定供給を祈

願するため、下畑水源および宗光寺水源地で水神祭が

行われました。

　祭は、伊豆の国市上下水道組合が実施。市長や市議

会議員、地元区長ら約 30 人が出席しました。飯田組

合長は、「すばらしい水を行政と協力して供給してい

きたい」とあいさつしました。

◀水の神に玉ぐしを奉納する小野市長
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伊豆長岡庁舎 相談情報

すみれひろば情報
たんぽぽひろば情報
図書館情報

図書館休館日

韮山庁舎
大仁庁舎
アクシスかつらぎ

韮山時代劇場

休日の診療医　9：00 ～ 17：00
必ず病院に電話、または田方中消防署（☎ 0558-76-0119）で確認を。

長岡保健センター

韮山福祉・保健センター韮

大仁保健センター

伊豆保健医療センター
【夜間急患室】☎ 0558-76-0111

ごみの持ち込み受付

健診情報
子育て情報

月  ｍｏｎ

市役所開庁日：月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:15（木曜日は市民課ほか 19:00 まで延長）
市役所閉庁日：土・日・祝日と年末年始

月
日  ｓｕｎ

7 日

伊豆函南鈴木泌尿器科クリニック
（函南町／泌尿器・内・外／☎055-970-2450）
伊豆慶友病院
（伊豆市／整外・内／☎ 0558-85-1701）

14 日

高橋クリニック
（函南町／外・内・消化器／☎ 055-977-1121）
修善寺クリニック
（伊豆市／内・皮膚／☎ 0558-72-7272）

15 月 古奈温泉クリニック（古奈／内／☎ 055-948-1038）あおきクリニック（吉田／泌尿器／☎0558-75-0303）

21 日

伊豆函南セントラル病院
（函南町／内／☎ 055-974-0131）
JA 静岡厚生連リハビリテーション
（伊豆市／内・整外・外／☎ 0558-83-3333）

28 日 健院 伊豆の国（四日町／内・胃腸・呼吸器／☎ 055-949-8880）

1 2 3

7 8 9 10

14 15 16 17

21 22 23 24

28 29 30 31

4 5 6

11 12 13

18 19 20

25 26 27

納期限 7月 10 日
・個人市県民税（特別徴収）6月分
納期限 7月 31 日
・上下水道料金（墹之上、天野、小坂、戸沢、江間、富士見、
  長瀬、花坂、韮山北部地区、大仁地区）（口座振替日7月31日）
・固定資産税　第 2期分
・国民健康保険税　第 1期分
・介護保険料　第 2期分

韮3カ月児相談ブックスタート

休日のごみの持ち込み受付
（9:00～12:00 ／環衛）

休日のごみの持ち込み受付
（9:00～12:00 ／環衛）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

おもちゃ掃除10:30～11:00

 誕生日会 10:30～11:00
（7月生まれの子、要予約）

6カ月児相談 韮

1歳6カ月児健診 韮

のびのび広場 韮

フッ素塗布 韮

ぷちゆめワーク（13:30 ～
15:30 ／障福）

ぷちゆめワーク（13:30～
15:30 ／障福）

健康・栄養よろず相談（9:30
～ 10:30）韮

3歳児健診 韮

ぷちゆめワーク（13:30～
15:30 ／障福）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

のびのび広場 韮

観商：観光商工課
　　　☎ 055-948-1480
障福：障がい福祉課　　
　　　☎ 0558-76-8007
環衛：環境衛生課
　　　☎ 055-949-6805
社福：社会福祉課
　　　☎ 0558-76-8006
市民：市民課（伊豆長岡
庁舎）☎ 055-948-2901
幼教：幼児教育課
　　　☎ 055-948-1447
文振：文化振興課
　　　☎ 055-949-8600
学教：学校教育課
　　　☎ 055-948-1453

たんぽぽひろば
　　　☎ 0558-76-6006
すみれひろば

　　　☎ 055-949-0823
 図書館への問合せは

　 中央図書館
　　　☎ 0558-76-5566

※ 健診や予防接種などの
問合せは

健づ：健康づくり課
　　　☎ 055-949-6820

おはなし会（韮山図書館／
14:00～14:30）

おはなし会（中央図書館／
11:00～11:30）

おはなし会（長岡図書館／
14:30～15:00）

おはなし会（韮山図書館／
14:00～14:30）

2歳児健診 韮

おはなし会 10:30～10:45

リズム遊び10:30～11:00

制作 10:00～11:30

制作 10:00～11:30

発達相談 10:00～11:30

身体測定

発達相談 10:00～11:30

育児相談・身体測定

制作 10:00 ～11:15

発達相談 10:00 ～11:30

おはなし会 11:00～11:20

○ アクシスの夕べ Part96　
　（19:00～／文振）

フッ素塗布 韮

プール開始（～8月30日）

胃大腸肺がん検診（大仁市
民会館／ 8:00 ～ 10:30）

胃大腸肺がん検診（8:00 ～
10:30） 韮

胃大腸肺がん検診（田中山公
民館／8:00 ～ 10:30）

胃大腸肺がん検診（8:00 ～
10:30）韮

大腸肺がん検診（13:30 ～
14:30）

胃大腸肺がん検診（8:00 ～
10:30）韮

胃大腸肺がん検診（8:00 ～
10:30） 韮

大腸肺がん検診（13:30 ～
14:30）

胃大腸肺がん検診（大仁市
民会館／ 8:00 ～ 10:30）

胃大腸肺がん検診（大仁公
民館／ 8:00 ～ 10:30）

胃大腸肺がん検診（田原野公
民館／8:00～10:30）

歯科講演会10:30～11:15

○ 源氏あやめ祭（観商）

○ 源氏あやめ祭（観商）

○ 源氏あやめ祭（観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

○ 狩野川カヌーフェスティバ
　 ル2013（千歳橋付近／観商）

○ 狩野川カヌーフェスティバ
　 ル2013（千歳橋付近／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

胃大腸肺がん検診（大仁市
民会館／ 8:00 ～ 10:30）

パパママ学級コース2 韮

○ 小・中学校1学期終業式（学教）

ぷちゆめワーク（13:30 ～
15:30 ／障福）

パパママ学級コース1 韮

○ 市立幼稚園1学期終業式（幼教）

障害者相談会（13:30 ～
15:30 ／障福）

夏休み工作教室（韮山図書
館／ 10:00～11:30）

夏休み工作教室（長岡図書
館／ 10:00～11:00）

七夕の集い 10:30～11:00

親子体操 10:30～11:30

制作 10:00 ～11:15

制作 10:00 ～11:15
七夕の集い 11:00 ～11:30

リズム遊び10:45～11:15 親子体操 10:30～11:30

制作 10:00 ～11:00

制作 10:00 ～11:00
制作 10:00 ～11:00

人権・行政相談（13:30～　
　16:00 ／社福・市民）

○ 爆笑パフォーマンスショー
　 （15:00 ～／文振）

大腸肺がん検診（13:30 ～
14:30）韮

胃大腸肺がん検診（8:00 ～
10:30）

胃大腸肺がん検診（8:00 ～
10:30）

○ ウェイトトレーニング講習
　 会（長岡体育館／ 19:00 ～
　 21:00 ／社教）
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節
電
の
必
要
な
時
間
帯
に
消
費
電
力

の
大
き
い
電
気
製
品
を
使
っ
て
家
事

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

炊
飯
は
タ
イ
マ
ー
機

能
を
利
用
し
て
早
朝
に

１
日
分
を
ま
と
め
て
炊

き
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
費
電
力
の

大
き
い
電
気
製
品
を
使
う
家
事
は
、
節
電
の

必
要
な
時
間
帯
、
特
に
平
日
の
日
中
（
13
時

〜
16
時
）
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
電
力
の
大
き
い
電
気
製
品
例

◆  

生
活
習
慣
を
節
電
型
に

　

節
電
の
必
要
な
時
間
帯
に
電
気
を
あ
ま
り

使
わ
な
い
で
す
む
よ
う
、
一
度
生
活
習
慣
を

振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
節
電
型

の
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
れ
ば
、
こ

の
夏
効
果
が
持
続

し
ま
す
。

  

　

長
時
間
の
保
温
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

炊
飯
器
や
電
気
ポ
ッ
ト

で
の
保
温
は
避
け
、
食
べ

る
都
度
、
使
う
都
度
温
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

    

　

 

待
機
時
消
費
電
力
を
減
ら
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
か
？

　

リ
モ
コ
ン

の
電
源
だ
け

で
な
く
、
本

体
の
主
電
源

を
切
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

日
射
熱
を
遮
断
し
て
い
ま
す
か
？

　

夏
の
室
内
温
度
が
上
が
る
主
な
原
因
は
、

窓
か
ら
入
る
日
射
熱
で
す
。
カ
ー
テ
ン
や
ブ

ラ
イ
ン
ド
、
す
だ
れ
や
よ
し
ず
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
な
ど
で
日
射
熱
が
室
内
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

冷
房
の
負
担
が
軽

く
な
り
、
エ
ア
コ

ン
の
節
電
に
な
り

ま
す
。

◆  

熱
中
症
に
注
意
！

　

暑
さ
が
厳
し
い
日
は
、
屋
内
に
い
て
も
熱

中
症
に
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高

齢
者
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
で

は
、
体
調
に
注
意
し
な

が
ら
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
の
節
電
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼ 

無
理
な
我
慢
を
せ
ず
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼ 

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

涼
し
い
衣
服
を
着
る
な
ど
、
服
装
で
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

◆  

ク
ー
ル
ビ
ズ

　

市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
の
た
め
、
今
年
も
10
月
31

日
ま
で
の
期
間
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
暑
い
こ
の
時
期
は
、
28
度
の
冷

房
で
も
効
率
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
、
ノ
ー
上

着
な
ど
の
軽
装

で
事
務
に
従
事

し
ま
す
。

　今夏の電力事情は、安定供給に一定の目途がつくと見込まれていますが、
引き続き節電・省エネに向けた取り組みは重要です。
　夏は一年で最も電力が使われる季節です。一つひとつの小さな行動でも、
皆さんで行えば大きな効果が得られます。家電のスイッチを『ぽちっ』と押
して、地球にも、家計にも優しい効果をもたらしましょう。

ア
イ
ロ
ン
、
電
気
ポ
ッ
ト
、
電
子
レ
ン

ジ
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、

ト
ー
ス
タ
ー
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
、食
器
洗
浄
機
、
浴
室
乾
燥
機
、

掃
除
機
、洗
濯
乾
燥
機
な
ど

小さな行動で大きな効果
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今月のおすすめ  ～新
にい

美
み

南
なん

吉
きち

生誕 100 年～

昭和50年代に出版された、南吉
の代表作を集めた童話集の新装
版、全３巻。第１巻には『手袋
を買いに』『蟹のしょうばい』他
を収録。　　　　　　　 【中央】

『新美南吉童話集Ⅰ　ごん狐』
大日本図書

野原に１本立つ木に、美しい花が
咲き、良い香りが畑まで届きまし
た。畑のちょうたちは、木のため
に祭りをしてあげることにしまし
た。　　　　　　　　　　【韮山】

『木のまつり』
鈴木 靖将（絵）／新樹社

ま り

図書館カレンダー
モバイル版QRコード

図書館ホームページ  http://www.library-town.com/　　問  中央図書館　☎ 0558-76-5566（月曜休館）

　図書館では、皆さん一人ひ
とりが本と向き合う時間を、
大切にしたいと思っています。
館内では他の人の迷惑になら
ないよう、携帯電話は電源を
切るか、マナーモードにしま
しょう。通話する場合は、館
外に出て話してください。

■携帯電話のマナー

　児童文学者・新美南吉。国語の
教科書に載った作品を、読んだ人
も多いのでは？作者と作品を紹介
します。

び
ー
ぐ
る
ん

【伝記・作品解説など】

・『文学探訪 新美南吉の世界』 続橋達雄ほか（著） 【中央】
・『ごんぎつねのふるさと 新美南吉の生涯』 大石源三（著）【中央】
・『風をみた人 かつおきんやと読む新美南吉』 かつおきんや（著）【中央】
・『新美南吉詩集 花をうかべて』（美しい日本の詩歌） 【中央・韮山】

…このほか、絵本や紙芝居などになった作品も多数あります。

森山良子

チケット
好評
発売中

ところ／韮山時代劇場大ホール
出演／ 王子：正木慎也、人魚姫：

松下萌子、魔女：沢田亜矢子
制作／劇団東少
チケット／【全席指定】　
　一般1,000円 中学生以下500円

チケット販売所
　韮山時代劇場
　ローソンチケット（L コード 47813）
　チケットぴあ（P コード 427-664）
　（セブンイレブン、サークルK・サンクス）

と　き／9 月 28 日（土）
　　　　開場 18：00　開演 18：30
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
チケット／【全席指定】Ｓ席  5,000 円
　　　　　　　　　　　Ａ席  4,500 円
　　　　　※ 未就学のお子さんは入場で

きません。

チケット販売所
　アクシスかつらぎ
　韮山時代劇場
　ローソンチケット
　　（Ｌコード  41314）
　チケットぴあ
　　（Ｐコード   200-934）
　　（セブンイレブン、
　  　サークルK・サンクス）

とき／8月4日（日）
　        開場10：30  開演11：00 問 韮山時代劇場　☎ 055-949-8600

問 アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225

2013.7.1 （カレンダー裏・左）
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第15回『九州・山口の近代化産業遺産群』
エリア 1　萩（後編）

飛び出すな　危険はいつも　すぐそばに
　　　　　　　岩

いわ

崎
ざき

　杏
きょう

花
か

（韮山小）

運転手　電話はだめだよ　おりてから
　　　　　　　石

いし

川
かわ

　祥
しょう

太
た

（大仁北小）

横断歩道  止まって右見て左見て  渡ろう
　　　　　　　澤

さわ

里
さと

　真
ま

穂
ほ

（長岡南小）

交通安全標語コンクール優秀作品

　

近
年
、
個
人
事
業
者
の
事
業
所
な

ど
を
訪
問
し
て
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る
」、「
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
も
万
全
」、「
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
（
検

索
サ
イ
ト
で
上
位
に
表
示
さ
れ
る
よ

う
な
対
策
の
こ
と
）
も
行
う
」
な
ど

と
告
げ
て
、
相
手
を
だ
ま
す
悪
質
な

商
法
が
見
ら
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
用
の
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
、
毎

月
数
万
円
も
す
る
支
払
い
を
多
数
に

わ
た
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組
ま
せ
て
購

入
さ
せ
た
り
、
リ
ー
ス
契
約
を
さ
せ

る
よ
う
な
手
法
で
す
。

　

こ
う
し
た
商
法
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

個
人
事
業
者
注
意
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
商
法

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

61〇
な
ど
の
知
識
を
十
分
に
持
た
な
い
個
人

事
業
者
に
対
し
、
あ
た
か
も
契
約
を
す

れ
ば
売
上
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る
か
の
よ

う
に
誤
解
さ
せ
る
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を

繰
り
広
げ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
最
終
的
な
完
成
や
管

理
は
結
局
、
事
業
者
に
お
い
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
や
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ

対
策
を
や
っ
て
い
る
の
か
不
明
確
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
個
人
事
業
者
は
、

高
額
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
料
金
な
ど
の
支
払

い
の
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け

た
際
に
は
、
安
易
に
契
約
を

せ
ず
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
知

識
が
あ
る
周
囲
の
人
間
に
相

談
す
る
な
ど
慎
重
な
対
応
を

執
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

消費生活相談日　毎週月・金曜日（※例外あり）各 9：00～ 16：00　問  観光商工課　☎ 055-948-1480

　

当
時
の
萩
藩
主
、毛も

う

利り

敬た
か

親ち
か

は
、

海
防
の
た
め
軍
備
の
近
代
化
を
進

め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
最
終
目
標

は
、
西
洋
式
軍
艦
と
鉄
製
大
砲
の

整
備
で
す
。
西
洋
式
軍
艦
に
つ
い

て
は
、
ロ
シ
ア
の
デ
ィ
ア
ナ
号
の
代

船
を
建
造
し
た
伊
豆
戸
田
村（
現

沼
津
市
）か
ら
、
そ
の
技
術
を
習

得
し
た
船
大
工
を
萩
へ
招
へ
い
し

ま
し
た
。そ
し
て
造
船
所
を
建
設

し
、２
隻
の
軍
艦
を
建
造
し
て
い

ま
す
。そ
の
場
所
に
は
、
現
在
も

当
時
の
ド
ッ
ク
の
跡（
地
下
遺
構
）

な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

『
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
』で
す
。

　

一
方
、鉄
製
大
砲
に
つ
い
て
は
、

当
時
そ
の
鋳
造
に
唯
一
成
功
し
て

い
た
佐
賀
藩
に
藩
士
を
派
遣
し
ま

し
た
。
鋳
造
法
の
伝
授
は
断
ら
れ

ま
す
が
、
ス
ケ
ッ
チ
の
み
は
許
さ

反
射
炉
で
鉄
を
溶
か
す
た
め

に
用
い
ら
れ
て
い
た
燃
料

は
、木
炭
と
石
炭
で
す
。
韮
山
反

射
炉
で
は
、
天
城
の
御お

林は
や
し（
幕
府

直
轄
林
）で
生
産
さ
れ
た
木
炭
、

筑ち
く

豊ほ
う（
福
岡
県
）・
常

じ
ょ
う

磐ば
ん（
茨
城
県
・

福
島
県
）産
の
石
炭
が
使
わ
れ
ま

し
た
。
石
炭
に
つ
い
て
は
、
反
射

炉
築
造
開
始
当
初
か
ら
、
石
造
り

の
竈

か
ま
ど
で
蒸
し
焼
き
に
し
、
タ
ー

　反射炉敷地内にあった
タール・コークス製造施設

その 97

問 文化振興課  文化財係
☎ 055-949-8609

すぐに契約せず、慎重に検討して！

れ
ま
す
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と

に
萩
藩
は
、
試
験
的
な
反
射
炉
を

建
設
し
、
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
に
取

り
組
ん
だ
の
で
す
。
こ
れ
が
今
も

本
体
が
残
っ
て
い
る
国
指
定
史
跡

『
萩
反
射
炉
』
で
す
。

　

２
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
た
萩

の
資
産
は
、
日
本
の
近
代
化
が
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
自
力
で
進
め
ら

れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
近
代
化

を
目
指
し
た
当
時
の
社
会
も
示
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
セ
ッ
ト
で

見
ら
れ
る
の
は
萩
だ
け
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
、
萩
へ
行
き
、
日
本
の
近

代
化
の
始
ま
り
を
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

萩
市
の
資
産
に
関
す
る
問
合
せ

問  

萩
市
役
所
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
・
世
界
遺
産
推
進
課

☎ 

０
８
３
８（
２
５
）３
３
８
０

近代化の象徴
〝萩反射炉〟

ル 

を
抽
出
し
た
う
え
で
、

コ
ー
ク
ス
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
抽
出
し
た

タ
ー
ル
は
、
船
を
造
る
際

の
材
木
や
策
具
の
防
腐
剤

と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
い

ま
す
。

　

安
政
元
年
（
１
８
５
４

年
）、
韮
山
反
射
炉
本
体

の
築
造
が
進
め
ら
れ
る

中
、敷
地
内
に『
石
炭
テ
ー

ル
（
タ
ー
ル
）製
竈
』を
造

る
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。当

時
の
計
画
書
（
石
炭
テ
ー
ル
製
竈

か
ま
ど

築つ
き

立た
て

目も
く

論ろ

見み

帳ち
ょ
う）に
は
、「
石
炭
は

一
旦
焼
き
立
て
、
タ
ー
ル
を
抜
か

な
く
て
は
火
力
が
足
り
ず
、
銑せ

ん

鉄て
つ

を
溶
か
せ
な
い
」と
記
さ
れ
て
お

り
、コ
ー
ク
ス
に
よ
っ
て
、鉄
を
溶

か
す
こ
と
の
で
き
る
高
温
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

こ
の
タ
ー
ル
製
造
施
設
が
完
成

し
、試
験
操
業
が
行
わ
れ
た
の
は
、

安
政
３
年（
１
８
５
６
年
）４
月
11

日
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
時
の
記

録
（
反
射
炉
御お

取と
り

建た
て

中
ち
ゅ
う

日
記
）に

よ
れ
ば
、
１
８
８
貫か
ん

８
０
０
目め

（
約
７
０
８
㎏
）の
石
炭
を
竈
に
入

石炭テール製竈築立目論見帳
（公益財団法人江川文庫蔵）

れ
、
五
つ
時（
午
前
８
時
頃
）に
点

火
、
お
よ
そ
３
日
間
か
け
て
計
６

斗と

８
升
し
ょ
う（
約
１
２
３
ℓ
）の
タ
ー
ル

を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
試
験
操
業

は
こ
の
後
も
数
日
間
続
け
ら
れ
、

合
計
２
ｔ
あ
ま
り
の
石
炭
か
ら
、

２
石こ

く

４
斗と
（
約
４
３
３
ℓ
）の
タ
ー

ル
を
取
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
反
射
炉
の
敷
地

内
に
は
、
反
射
炉
本
体
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
紹
介
し
た
、
タ
ー
ル
製

造
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
施

設
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研

究
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

煙樋十分之一図
（タール製造設備の一部とみられる図面　

公益財団法人江川文庫蔵）

　

現
在
、
静
岡
県
バ
ス
協
会
で
は
、
走
行

中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
防
止
を
図
る
た

め
に
、
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
月
31
日

（
水
）
の
間
、『
バ
ス
車
内
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど

思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
か
ら
降
り
る
際
は
、
バ
ス
が
停
留
所

に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
立
ち
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
手
は
安
全
運
転
を
心
掛
け

て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ

を
掛
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
と

き
な
ど
、
バ
ス
を
立
っ
て
利
用
す
る
場
合

に
は
、
吊
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か

ま
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
の
た
め
に
も
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
十
分
に
注
意

し
、
安
全
に
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

発生件数

大仁署管内の平成 24年度高齢者事故数
件

　平成 23 年度より、発生件数・死傷者数が大幅に
増加しています。その中でも、買い物などで外出す
る12時から 16時までの事故が多発しています。歩
行・自転車利用の高齢者を見かけたら、いたわり運
転に心掛け、高齢者を交通事故から守りましょう！

（　）内は平成 23 年度比

件数 死者数 傷者数
234（+34） 4（＋ 1） 168（＋ 17）

静
岡
県
バ
ス
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

バ
ス
を

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

2013.7.1 2013.7.1

萩藩が幕末に行った近代化
への取り組みを示す資産

問 世界遺産推進課
☎ 055-948-1425
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実践しましょう　
◆◆◆いつでもどこでも『＋10』◆◆◆
▶歩幅を広く＋10ｃｍ、いつもの筋トレを＋10回、
▶テレビ CMを見ながらストレッチを＋10秒、
▶用事はなくても 2階に行って＋10往復、
▶車を自転車に乗り換えて買い物に行けば＋10分、
▶自転車を歩きに変えて買い物に行けば＋10分、
▶雑巾がけを＋ 10往復、布団たたきを＋10回、
▶エスカレーターを階段に＋ 10回、信号待ちで足踏み＋10回、
▶ついつい座ってしまってもスクワット＋10回、
▶ついつい寝転がってしまっても腹筋＋10回、
▶魚の片面が焼けるまでつま先上げ＋10回、
…あなたは何を『＋

プラステン

10』しますか？ 

　便利な世の中です。買い物は車や宅配で、テレビのチャンネル切り替えはリ
モコンで。自分が動かなくても、機械やコンピューターがやってくれる時代です。
そもそも人間には食欲や睡眠欲はありますが、運動欲というものは一般的には
ないので、動かなくてよい生活は、便利で楽で快適です。
　しかし、そんな生活は体にとってはいいことがありません。皆さんがご存じ
の通り、元気に体を動かすことで糖尿病・高血圧・がん・ロコモ（※）・うつ・
認知症などのリスクを下げることができます。では、どうすれば簡単に長く続
けられるのでしょう。今回は、誰でも簡単にできる『＋

プラステン

10』を紹介します。

合言葉は『＋
プラス テン

10』！

　スポーツだけが『体を動かすこと』ではありません。『運動』が苦
手な人も、時間がない人も、難しく考えずに『日常生活でこまめに動
く』ことが、『体を動かすこと』につながります。

体を動かすこと  ＝  日常生活でこまめに動く  ＋  運動

※ロコモ…ロコモティブシンドローム
　加齢や生活習慣が原因で足腰の機能が衰える、運動器症候群のこと。
膝・腰・背中の痛みなどの、骨や関節の病気、筋力の低下、バランス能力
の低下によって転倒・骨折しやすくなります。ロコモになると、自立
した生活ができなくなり、介護が必要となる危険性が高くなります。

＜年代別：体を動かす目安＞
 18 歳～ 64 歳　１日合わせて 60分
筋トレやスポーツなどの運動を加えるとさらに good
 65 歳以上　　　１日合わせて 40分
じっとしている（座る、横になる）時間を減らすとさらに good

月別熱中症発生
6 月 24 人
7月 458 人
8月 454 人
9月 113 人
合計 1,049 人

実践しましょう　
◆◆◆熱中症の予防は『水分補給』と
　　　　　　　　『暑さを避けること』◆◆◆

▶日傘・帽子を使用する
▶涼しい服装をする　
▶ のどが渇いていなくても水分
をこまめにとる
▶こまめに休憩をとる
▶日陰を利用する

初診時に
おける傷病程度
死亡 1人
重症 22 人
中等症 248 人
軽症 751 人
その他 3人
合計 1,025 人

　特に高齢者は温度に対する皮膚の感受性が低下し、暑さを自
覚できにくくなります。屋内においても熱中症になることがあ
るので注意が必要です。

急に暑くなった日は特に注意！
熱中症　７月・８月は熱中症のピークです 平成 24年夏季（7月～ 9月）熱中症による

救急搬送状況（静岡県）消防庁救急企画室
乳幼児
（生後28日以上7歳未満）

10 人 1%

少年
（7歳以上 18 歳未満）

155 人 15%

成人
（18 歳以上 65 歳未満）

415 人 41%

高齢者（65歳以上） 445 人 43%
合計 1,025 人 100%

　

最
近
で
は
年
間
を
通
じ
て
食
中
毒
関
連
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
６
月

か
ら
10
月
ま
で
の
気
温
が
高
い
時
期
で
す
。

な
か
で
も
夏
場
は
、
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
主
な
原
因
は
、『
細

菌
』
と
『
ウ
イ
ル
ス
』
で
す
。
細
菌
は
、
温

度
や
湿
度
な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
食
物
の

中
で
増
殖
し
、
そ
の
食
物
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
一
方
、

ウ
イ
ル
ス
は
自
ら
増
殖
は
し
ま
せ
ん
が
、
手

や
食
べ
物
な
ど
を
通
じ
て
体
内
に
入
る
と
、

腸
管
内
で
増
殖
し
、
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は
、
食
中
毒
菌
を

『
付
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
殺
す
』
で
す
。

■ 

付
け
な
い
…
洗
う
！　

　

手
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
雑
菌
が
付
着
し
て
い

ま
す
。
食
中
毒
の
原
因
菌
が

食
べ
物
に
付
か
な
い
よ
う
に
、

調
理
前
や
食
事
前
に
は
必
ず

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

気持ちよく『体を動かそう』

主
な
原
因
は
、『
細
菌
』
と
『
ウ
イ
ル
ス
』

気
を
つ
け
て
！  

こ
の
時
期
、危
な
い
食
中
毒

■ 

増
や
さ
な
い
…
低
温
で
保
存
す
る
！

　

食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
低
温
で
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
肉
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
お
総
菜
な

ど
は
、
購
入
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
冷
蔵
庫

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
低
温
で
も
増
殖

す
る
細
菌
も
い
る
の
で
、
冷

蔵
庫
を
過
信
せ
ず
、
早
め
に

食
べ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

■ 

殺
す
…
加
熱
処
理
！

　

肉
や
魚
は
十
分
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ

う
。
特
に
肉
料
理
は
中
心
部
ま
で
よ
く
加
熱

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ふ
き
ん
や
ま
な

板
、
包
丁
な
ど
の
調
理
器
具
に
も
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
付
着
し
ま
す
。
特
に
肉
や
魚
、
卵

な
ど
を
使
っ
た
後
の
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ

く
洗
っ
て
か
ら
、
熱
湯
を

か
け
て
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

　

腹
痛
、
下
痢
、
発
熱
な

ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問合せ　健康づくり課　☎ 055-949-6820

こまめな水分補
給

が
大

事
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健  康がイイね 教室参加者募集

とき・ところ
　　　①７月26日（金）大仁保健センター
　　　②８月19日（月）韮山福祉・保健センター
　　　　いずれも９：30～ 13：00（受付９：15～）
内　容　 栄養バランスの良い、子どもが喜ぶお弁当

『キャラ弁』にチャレンジします。
　　　　＊調理で包丁を使います。
定　員　各回とも親子 15組（先着順）
持ち物　 エプロン、三角巾、タオル、お弁当箱（子ど

もと保護者のもの）、子どもは①は運動靴、
②は室内用靴（どちらもサンダル不可）

申込み　 ①は７月23日（火）まで、②は８月 15日（木）
までに電話でお申し込みください。

　　　　※７月 8日（月）から受付開始

とき・ところ
　　　８月 9日（金）あやめ会館
　　　９：30～ 12：00（受付９：15～）
定　員　親子 15組（先着順）
内　容　 エアロビクス、ジュースに含まれている砂

糖の量の測定、熱中夜の眠り方など
持ち物　 汗ふきタオル、水分補給用の飲み物、運動

靴  ※運動のできる服装でお越しください。
申込み　 ８月 7日（水）までに電話でお申し込みく

ださい。

《リフレッシュ＆エクササイズ教室》
話題のアクアビクスやノルディックウォーキング！

とき 内容 ところ 定員
8月 8日（木）
9：30~11：00
（受付 9：00 ～ )

サーキット
トレーニング あやめ会館 50 人

9月 2日（月）
10：30~11：15
（受付 10：00 ～ )

アクアビクス 長岡温水プール 30 人

10 月 17 日（木）
9：30~11：00
（受付 9：00 ～ )

ノルディック
ウォーキング あやめ会館 50 人

《ナイト＆エクササイズ教室》
月 1回の自分磨きタイム！
と　き　 7 月 29 日・8月 26日・9月 30日いずれ

も月曜日、19：00～20：00（受付18：30～）
ところ　韮山福祉・保健センター
内　容　有酸素運動・筋トレ・ストレッチ
　【共通事項】
持ち物　 室内運動靴、飲み物、汗ふきタオル、床に

敷くバスタオル、健康手帳など
その他　教室前に、各自で健康チェックを行います。
申込み　 前日までに電話でお申し込みください。

とき・ところ
　　　①７月 29日（月）あやめ会館
　　　②８月 12日（月）韮山福祉・保健センター
　　　　いずれも９：30～ 13：00（受付９：15～）
内　容　 夏を元気に過ごす方法と、自分に合った食

べる量をヒントにピザ生地から作ります。
　　　　＊調理で包丁を使います。
定　員　各回とも親子 15組（先着順）
持ち物　 エプロン、三角巾、タオル、子どもは①は運

動靴、②は室内用靴（どちらもサンダル不可）
申込み　 ①は７月25日（木）まで、②は８月8日（木）

までに電話でお申し込みください。
　　　　※７月 8日（月）から受付開始

3 歳から就学前までの子どもと
保護者（市民）

とき・と

3
保対象

小学 1年生から 3年生までの
子どもと保護者（市民）

とき と

小
子対象

とき と

対象

20 歳以上の市民

《リフレ

2対象

夏休み親子クッキング教室

元気っ子スクール

エクササイズ教室

ワクワク・モリモリ料理教室

問 総務課
☎ 055-948-1411

◆ HPV 検査とは？　子宮

頸がんの原因の“HPV ウ

イルスの感染”を調べる検

査です。将来がんになる危

険度をチェックします。

◆検査方法は？　子宮頸がん検診と同

時に子宮の入り口の細胞を採取します。

がんになりやすいタイプの HPV に感染

していれば『陽性』です。HPV 検

査結果が『陽性』であっても、必ず

子宮頸がんになるということではあ

りません。再検査や精密検査につい

ては医師にご相談ください。

問 健康づくり課　☎ 055-949-6820

お詫びと訂正

広報6月号掲載『健康が
イイね（子宮頸がん）P.9』
の表記の一部に誤りがあ
りました。（誤り＝HIV）
正しくは、HPVです。
お詫びして訂正します。

平成 25年度から 31歳、36 歳、41 歳のクーポン券対象者は、
子宮頸がん検診と一緒にHPV検査ができるようになりました。

　富士山の自然保護と渋滞のない安全で快適な登山
を目的にマイカー規制を実施します。期間中はマ
イカーの通行ができ
ません。有料の乗換
駐車場（駐車料１台
1,000 円）から、有
料のシャトルバス・
タクシーをご利用く
ださい。

富士宮口（富士山スカイライン登山区間）
　7月 12 日（金）17：00 ～ 9月 1日（日）17：00
　※ 52 日間連続
須走口（ふじあざみライン）
　① 7月 12 日（金）17：00 ～ 7月 15 日（月）17：00
　② 7月 19 日（金）17：00 ～ 7月 21 日（日）17：00
　③ 7月 26 日（金）17：00 ～ 7月 28 日（日）17：00
　④ 8月 2日（金）17：00 ～ 8月 25 日（日）17：00
　⑤ 8月 30 日（金）17：00 ～ 9月 1日（日）17：00

問 静岡県道路企画課　☎ 054-221-3359
URL　http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-210/hujisan/

富士山の夏期マイカー規制

情報公開・個人情報保護
報告します！平成 24年度の利用状況

実施機関
請求
件数

請求
取下げ

処理の状況
全部
開示

部分
開示 不開示 存否応答

拒否
文書
不存在 却下

市　　長 6 0 3 3 0 0 0 0
議　　会 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会ほか＊ 0 0 0 0 0 0 0 0

小　　計 6 0 3 3 0 0 0 0

＊教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会

【１】実施機関別保有個人情報の開示の利用状況

２．個人情報保護制度

３．不服申し立て状況

（単位 : 件）

【２】 保有個人情報訂正請求は、ありませんでした。
【３】 保有個人情報の利用停止請求は、ありませんでした。

実施機関
請求
件数

請求
取下げ

処理の状況
全部
開示

部分
開示 不開示 存否応答

拒否
文書
不存在 却下

市　　長 26 0 14 11 1 0 0 0
議　　会 1 0 1 0 0 0 0 0
教育委員会ほか＊ 0 0 0 0 0 0 0 0

小　　計 27 0 15 11 1 0 0 0

＊教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会

【１】実施機関別公文書の開示の利用状況
１．情報公開制度（公文書開示）

( 単位：（単位 : 件）『情報公開制度』は、市民
の皆さんの知る権利を

尊重し、市の諸活動に関する
情報を公開することにより、
皆さんの市政への理解と信頼
を深め、開かれた市政を推進
することを目的としています。

『個人情報保護制度』は、
市が保有する個人情報

の開示、訂正および利用停止
を請求する権利を明らかにす
ることにより、個人の権利利
益を保護することを目的とし
ています。

不開示決定に対する不服申
立ては１件あり、全部開

示となりました。

　平成 24年度中における伊豆の国市の情報公開制度、
個人情報保護制度の利用状況は、次のとおりです。

　公文書の開示または市が保有する市民の皆さんの
個人情報（請求者本人の情報に限る。）の開示などを
請求される人は、総務課までお問い合せください｡

申込み・問合せ　健康づくり課　☎ 055-949-6820 大人も一緒に

小学 1年生から 6年生までの
子どもと保護者（市民）
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講師／保健師　天野　えり子
時間／ 1時間
参加料／無料
対象者／市民
　　　　※ ただし、体操に参加できる人は、65

歳以上の介護認定を受けていない市
民に限ります。

持ち物／飲み物、タオルなど

『心について』

とき ところ
7 月 11 日 木 9：30 ‐ 10：30 宗光寺公民館
7月 12 日 金 9：30 ‐ 10：30 星和公民館

7月 16 日 火
10：00 ‐ 11：00 水晶苑
13：30 ‐ 14：30 御門防災センター

7月 17 日 水 9：30 ‐ 10：30 大仁保健センター
7月 18 日 木 10：00 ‐ 11：00 水晶苑
7月 19 日 金 9：30 ‐ 10：30 守木公民館

7月 23 日 火
9：30 ‐ 10：30 田京老人憩いの家
13：00 ‐ 14：00 吉田観音堂

7月 25 日 木 9：30 ‐ 10：30 立花公民館
7月 26 日 金 9：30 ‐ 10：30 浮橋公民館

7月 29 日 月
10：00 ‐ 11：00 水晶苑
13：30 ‐ 14：30 大仁保健センター

7月 31 日 水 10：00 ‐ 11：00 水晶苑

保健師による健康講座

問 市役所高齢者支援課（包括支援係）
☎ 0558-76-8010

　地区公民館などで行っている『楽だら体操教室』で、
天野えり子氏（保健師）による健康講座を開催します。
聞けば自然と笑顔になること間違いなし！
　なお、講座の後 30分ほど介護予防体操を行います。

とき／ 7 月 28 日（日）
　　　9：30～ 12：00
ところ／田中山公民館とその周辺
内容／スイカ食べ放題、スイカ・
トウモロコシ・とれたて野菜の販
売、スイカ目方当てゲームなど
問 すいか祭り実行委員長（松井）
☎ 090-1415-1368

　『わかりやすい肝臓の話　～肝臓
がん、肝硬変、肝炎を予防するに
は？』～あなたは健診で「肝臓の
数値が高い」「脂肪肝です」などと
言われたことはありませんか。
　沈黙の臓器といわれる肝臓。肝
臓の病気は初期では自覚症状が出
にくく、本人がなかなか気づかな
いことも多いため、注意が必要で
す。今回は消化器内科専門医が肝
臓の示す危険信号や病気について
わかりやすくお話しします。皆さ
んの参加をお待ちしています。
とき／ 7月 13日（土）13：30 ～
15：30（受付開始 13：00～）
ところ／函南町役場２階大会議室
講師／順天堂大学医学部付属静岡
病院　消化器内科准教授　平野克
治医師
参加料／無料
問 函南町健康づくり課
☎ 055-978-7100

とき／ 7月 20日（土）
　　　開場 18：30　開演 19：00
ところ／アクシスかつらぎ
　　　　多目的ホール
出演者／ パーカッションアンサン

ブル静岡
入場料／無料
問 アクシスかつらぎ 
☎ 055-948-0225

　『障がいのある人が住み慣れた地
域で普通に暮らせる地域づくり』
を目指し設置された、駿豆地区障
がい者自立支援協議会で、今年も、
これまで検討された課題などにつ
いて話し合うため全体会を開催し
ます。誰でも傍聴することができ
ますので、ぜひご参加ください。
とき／ 7月 24日（水）
　　　10：00～ 12：00
ところ／函南町役場
定員／ 25人程度

　不幸になる可能性のある子犬・
子猫に、幸せになるチャンスを。
とき／ 7月 21日（日）14：00～
ところ／市役所韮山庁舎駐車場
里親希望者／保護者同伴（児童・生
徒の場合）、印鑑を持参してください。
里親提供者／７月７日（日）～13日
（土）に下記病院へ事前申し込みし
てください。
問 韮山動物病院  ☎ 055-949-7673
問 伊豆動物病院  ☎ 055-949-2189
田方獣医師会HP
http:tagata-vet.com/

　慶應 4年（1868 年）、大河ドラマ
『八重の桜』の時代。会津藩と庄内
藩を中心に、幕藩体制打破を旗印に
した世直しの話です。参加無料。
とき／ 7月 17日（水）13：30～
ところ／大仁市民会館大ホール
内容／『東北諸藩の戊辰大戦争』
講師／渡辺房男先生（日本文藝家
協会会員）
共催／伊豆の国市女性の会、大仁
考古学研究会
問 伊豆の国市女性の会（海野）
☎ 0558-76-4790
問 伊豆の国市女性の会（岡山）
☎ 0558-76-2541

入場料／無料
※直接、会場にお越しください。
※ 手話通訳、要約筆記が必要な人
は 7 月 12 日（金）までにご連
絡ください。

問 市役所障がい福祉課
☎ 0558-76-8007

　福祉の仕事に就労を希望する県
民の就職活動を支援するため、ま
た、福祉職場における人材確保を
促すことを目的に就職フェアを開
催します。参加費無料です。
とき／ 7 月 14 日（日）
　　　12：00～ 16：00
ところ／沼津リバーサイドホテル
　　　　（沼津市上土町 100-1）
内容／就職面接相談コーナー、高校
生の福祉就職・進学相談コーナー、
ハローワークコーナー　ほか
対象／福祉職場に就職を希望する
一般および学生
問 静岡県社会福祉人材センター
☎ 054-271-2110

　障害を持つ子どもたちと触れ合
ってみませんか。一緒に遊んだり工
作したりしてくれる人を募集しま
す。事前にお申し込みください。
とき／7月25日（木）、8月1日（木）
　　　9：15～ 11：30
ところ／県立東部特別支援学校
　　　　（寺家 235）
対象／中学生以上
問 東部特別支援学校地域連携課
☎ 055-949-2309

　太陽系小天体の科学に挑戦する
『はやぶさ 2』～隕石から太陽系誕
生まで～
とき／ 8月 11日（日）14：00 ～
15：30（受付開始 13：30～）
ところ／韮山時代劇場大ホール
講師／吉川真  理学博士　宇宙航空
研究開発機構（JAXA）准教授
対象／小学生以上一般
参加費／無料
定員／先着 300 人　※要予約
問 公益財団法人　国際文化交友会
月光天文台　☎ 055-979-1428

　県内7団体、県外16団体が出演。
元気なおとうさんたちが歌い楽し
む大会です。入場無料ですが、プ
ログラム代 300 円がかかります。
とき／ 7月 27日（土）
　　　12：30～ 15：30
ところ／長岡総合会館アクシスか
つらぎ大ホール
主催／全日本合唱連盟関東支部
出演／いずのくに混声合唱団サプ
ラ伊豆、男声合唱伊豆、坦庵ボー
イズ、静岡男声合唱団、男声合唱
『BOSCO』、混声合唱団 Gioia ほか
問 静岡県合唱連盟（大久保）
☎ 055-973-1620

田中山すいか祭り ボランティア募集

肝炎予防医療講演会

田方獣医師会
子犬・子猫の里親さがし

歴史作家による幕末の
東北を舞台にした講演会

第 11回
宇宙と天文の講演会

関東おとうさんコーラス
in いずのくに　

アクシスの夕べ Part96
～パーカッションアンサンブル編～

駿豆地区障がい者自立
支援協議会『全体会』開催

福祉のしごと就職総合
フェア 2013

7月1日から7日まで全国安全週間
高めよう　一人ひとりの安全意識

みんなの力でゼロ災害

　県内では、昨年 4,193 人が休業
４日以上の労働災害を被り、35人
の尊い人命が失われました。全国
安全週間を機会に、それぞれの職
場で、労働災害防止の重要性につ
いて認識を深め、安全管理活動の
着実な推進を図りましょう。

問 静岡労働局健康安全課
☎ 054-254-6314

広瀬公園水泳プール OPEN ！
開園期間　7 月 13 日（土）から 8月 31 日（土）まで
利用時間　9：00～12：00、13：00～17：00（入場は 16：00 まで）
入場料　　大人（高校生以上）400 円　小人（小・中学生）100 円
　　　　　幼児　無料　※ 付添人のいない未就学児（満 6 歳未

満の幼児）は、入場できません。

問 市役所都市計画課　
☎ 055-948-2909
問 広瀬公園水泳プール（開園期間中のみ）
☎ 0558-76-5089

せっしゃの塗り絵見に来てね
てつざえもんのぬり絵を展示

こんにちは。てつざえもんだもん。

せっしゃの塗り絵ができたんだもん。

とってもうれしいから、「せっしゃの

塗り絵をぬってくださ～い♪」とお願

いしちゃいました。今月は、共和幼稚

園の年長さんが、塗り絵を塗ってくれ

たんだよ。反射炉で展示している

から見に来てね。

とき／ 7月1日（月）～31日（水）
　ところ／韮山反射炉事務所

　問 市役所世界遺産推進課
　 ☎ 055-948-1425

無料入場券付チラシを、広報 7月号と一緒に各戸配布します。
チラシがお手元に届かなかった人は、市役所各庁舎において
ありますので、そちらをご利用ください。
なお、チラシには限りがありますので、ご了承ください。
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お・知・ら・せ

　

②
美
し
い
立
ち
居
振
る
舞
い
を
心
が
け

る
…
立
ち
居
振
る
舞
い
や
礼
儀
作
法
は
、

自
分
を
律
し
相
手
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

が
態
度
に
表
れ
た
も
の
で
す
。
お
互
い
に

気
持
ち
良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
大

切
な
も
の
で
す
。「
靴
を
き
ち
ん
と
揃
え

る
」「
箸
を
正
し
く
持
つ
」「
良
い
姿
勢
で

歩
く
」。

　

③
は
っ
き
り
と
美
し
く
話
そ
う
…
母
語

で
は
っ
き
り
美
し
く
話
す
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
は
、
筋
道
を
立
て
て
物
事
を
考
え
る

基
礎
に
な
り
ま
す
。「
音
読
・
素
読
の
他
、

毎
日
10
〜
30
ペ
ー
ジ
の
読
書
」
を
さ
せ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
大
人
か
ら
変
わ
り
ま
し
ょ

う
。
家
庭
教
育
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
無
い

３
６
５
日
、
24
時
間
の
学
校
で
す
。「
親

の
言
う
と
お
り
」
に
は
な
ら
な
い
が
、「
親

の
す
る
と
お
り
」
に
な
り
ま
す
。
テ
キ
ス

ト
は
親
自
身
の
価
値
観
で
あ
り
、
生
き
方

の
問
題
で
す
。

小澤　晃

社会教育委員からの
メッセージ

静岡県の人づくり

パート 1

問 市役所社会教育課
☎ 055-948-1461
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お・知・ら・せ

私
は
静
岡
県
の
『
人
づ
く
り
推
進
委

員
』
を
一
昨
年
ま
で
７
年
間
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

県
が
進
め
て
い
る
人
づ
く
り
の
３
つ
の
提

言
に
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
感

じ
た
こ
と
を
合
わ
せ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
、 

家
庭
に
お
け
る
人
づ
く
り

　

２
、
学
校
で
の
人
づ
く
り

　

３
、
地
域
に
お
け
る
人
づ
く
り

　

今
回
は
、『
１
、
家
庭
で
の
人
づ
く
り
』

に
つ
い
て
少
し
書
い
て
み
ま
す
。

　

子
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
こ
と
と

し
て
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

①
挨
拶
を
し
よ
う
…
挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
す
。『
挨
』
に
は

心
を
開
く
、『
拶
』
に
は
相
手
に
近
づ
く
、

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
大
人
か
ら
子

ど
も
に
、目
と
目
を
合
わ
せ
、笑
顔
で
は
っ

き
り
と
言
い
ま
し
ょ
う
。「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」「
た
だ
い
ま
」「
い
た
だ
き
ま

す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」「
お
や
す
み
な
さ

い
」「
あ
り
が
と
う
」。

　

な
に
げ
な
く
見
て
い
る
身
近
な
川
の
中

を
よ
〜
く
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
川
の

中
に
は
、
魚
以

外
に
も
い
ろ
い

ろ
な
生
き
物
も

た
く
さ
ん
。
仲

間
と
一
緒
に
調

べ
て
み
よ
う
。

と
き

　

８
月
６
日
（
火
）

※ 

雨
天
・
増
水
時
は
９

日（
金
）に
延
期

対
象

 　

市
内
の
小
・
中
学
生

　
（
小
学
３
年
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
で
お

　

願
い
し
ま
す
）

申
込
み
方
法

　

 

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
み
期
間

　

 

７
月
１
日（
月
）〜
26
日（
金
）

問 

市
役
所
環
境
衛
生
課

☎ 

０
５
５
（
９
４
９
）
６
８
０
４

水
生
生
物
観
察
会

川
の
生
き
物
を
調
べ
よ
う
！

とき ところ 定員
①午前の部
9：30 ～ 11：30

伊豆中央高校河川
敷グラウンド横

25 人

②午後の部
13：30 ～ 15：30

大仁橋上流
（国道 136 号線側）

25 人

　県内で公共下水道の排水設備工
事を行う工事店には、静岡県下水
道協会に登録された責任技術者の
専属が義務づけられています。責
任技術者資格の取得を希望する人
を対象に試験を実施します。
受験願書配布／ 7月1日（月）から
協会会員市町の下水道担当課で配布
受験資格／ 20才以上で学歴に応
じた実務経験を有する者
申込み期間／ 7月16日（火）～ 26
日（金）
試験日／ 10月 16日（水）
試験会場／静岡商工会議所静岡事
務所会館・清水テルサ（共に静岡市）
受験手数料／ 4,000 円
なお、受験に関する講習会を開催
します（参加は任意です。）。
※詳しい内容の問い合せは、最寄
りの協会会員市町の下水道担当課
または県協会へお願いします。
問 静岡県下水道協会（静岡市下水
道総務課内）☎ 054-355-2500

　生活・就業・法律の相談会。職
業紹介や求職登録、弁護士による
親権や養育費等の相談ができます。
とき・ところ／ 8月 9日（金）函
南町役場 5階第 1会議室、8月 20
日（火）伊東市役所 2階中会議室
（時間はともに 9：30～ 16：00）
参加費／無料
その他／託児あり（要予約）
問 母子家庭等就業・自立支援センター

☎  054-254-1191（当日受付可・予
約優先）

　精神保健福祉に関する相談なら
何でもお受けします。精神科医師
と東部健康福祉センターのスタッ
フが対応します。事前予約制。
とき／ 7月 16日（火）
ところ／市役所大仁庁舎 2階
問 （予約先）東部健康福祉センター
福祉課　☎ 055-920-2087

　募集種目、資格、試験日程およ
び待遇について説明します。
ところ・とき／▶韮山文化センター
７月27日（土）10：00～ 17：00、
８月９日（金）11：00～15：00▶あ
やめ会館８月３日（土）10：00～
17：00、8月16日（金）11：00～
15：00▶大仁市民会館８月 24日
（土）10：00～ 17：00
問 自衛隊三島募集案内所
☎ 055-989-9111

　南田方理容組合では、要介護者
や高齢者の皆さんに対して、出張
訪問理容を実施します。組合員は、
対応や衛生、消毒に関する講習会
を受講し、責任ある業務を実施し
ます。市内全域訪問可。また、万一
の事故の際も、賠償責任共済に加
入し対応します。ぜひ、ご利用く
ださい。
問 南田方理容組合（原）
☎ 0558-72-7333

　新焼却施設のあり方を市民の代
表者の皆さんと一緒に考える検討
会です。会議は公開、傍聴可。
とき／ 7月 25日（木）
　　　18：30～ 20：30
ところ／韮山時代劇場映像ホール
その他／傍聴希望者は、開始 5分
前までにお越しください。
問 市役所広域廃棄物処理対策室
☎ 055-949-8112

静岡県下水道排水設備工事

責任技術者試験

ひとり親家庭のための
出張個別相談会

精神保健福祉総合相談

訪問福祉理容のお知らせ

自衛官採用制度説明会

広域一般廃棄物処理施設のあり方
第 3回市民検討会

図書館では、夏休みに工作教室
を開きます。夏休みに “ たの

しい・きれい・おもしろい ”を体験
しちゃいましょう！

　参加費無料。申し
込みは、７月 2日（火）
から電話または各図
書館で受け付けます。

韮山図書館
『すいすいつばめをつくろう』
と　き　７月 25日（木）
　　　　10：00～ 11：30
ところ　韮山文化センター
　　　　第 1研修室
対　象　小学１年生～６年生

（1・2年生は保護者同伴）
持ち物　 はさみ、わりばし2膳、えんぴ

つ、消しゴム、油性サインペン
定　員　15人（先着順）
問 韮山図書館  ☎ 055-949-8605

中央図書館
『パックンさかなをつくろう !』
と　き　8月 8日（木）
　　　　10：00～ 11：30
ところ　中央図書館
　　　　２階視聴覚室
対　象　小学１年生～６年生

（1・2年生は保護者同伴）
持ち物　 ティシュ空箱、はさみ、

色マジック、ホチキス
定　員　20人（先着順）
問 中央図書館   ☎ 0558-76-5566

長岡図書館
『ころころゲームをつくろう !』
と　き　7月 28日（日）
　　　　10：00～ 11：00
ところ　長岡図書館
　　　　えほんのへや
対　象　小学１年生～６年生
持ち物　なし
定　員　30人（先着順）
問 長岡図書館   ☎ 055-947-2364

としょかん
なつやすみ工作教室

　子どもたちにおはなしの楽しさ
を届ける、ボランティアを募集し
ます。初めての人でも大丈夫。興
味のある人は、中央図書館（髙橋）
までご連絡ください。

問 中央図書館   ☎ 0558-76-5566

図書館読み聞かせボラン
ティアになりませんか？

どれ、選ぶ？
図書館情報

『社会を明るくする運動』
　7月を強化月間として『社会
を明るくする運動』を実施しま
す。この運動は、すべての国民
が、犯罪や非行の防止と罪を犯
した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場で力を
合わせ、犯罪や非行のない地域
社会を築こうとする全国的な運
動です。
　この運動に合わせ、市内小・
中学生から募集したポスターの
優秀作品をアピタ大仁店に展示
します。ご家族そろってお出掛
けください。
【展示期間】
7月1日（月）～7月31日（水）

昨年の様子（アピタ大仁店）
問 市役所社会福祉課
☎ 0558-76-8006

石の裏をのぞいてみると…

2013.7.1 2013.7.1
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表紙より

市の人口
平成25年6月１日現在
※（　）内は先月比 ※住民基本台帳法の改正に伴い、平成24年9月号から外国人住民を加えた情報を掲載しています。

▽
暑
い
季
節
に
突
入
で
す
。『
あ

や
め
祭
』を
皮
切
り
に
、
市
内
だ

け
で
も
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
で
も
、
楽
し
む
べ

き
季
節
に
も
か
か
わ
ら
ず『
国
民

の
休
日
』が
少
な
い
こ
と
に
疑
問

と
い
う
か
寂
し
さ
と
い
う
か
…
。

と
に
か
く
ビ
ー
ル
の
お
い
し
い

季
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。     

遠  

▽
梅
雨
の
季
節
に
な
る
と
、
だ

る
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
気
候
の
変
化
に
よ
る
自
律

神
経
の
不
調
や
、
血
行
不
良
が

原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
い
そ
う

で
す
。
温
か
い
飲
み
物
で
体
温

を
上
げ
た
り
、
軽
い
運
動
を
す

る
の
が
効
果
的
と
の
こ
と
。
土

住民登録人口 50,171（+119）男：24,142（+38）女：26,029（+81）世帯：20,528（+118）

26

答え○○○○○○○〇〇〇〇〇〇〇

ス
イ
カ
怪
物
、

先
生
、
殺
意

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

毎月、正解者の中から抽選で5人に図書カードをプレゼント！
下の応募方法をご覧のうえ、ご応募ください。
【応募方法】
①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②
広報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え（必
須）、7月 11日（木）までに下記へお送りください。ご意見
などは、広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒 410 ‐ 2292　長岡 340-1
　　　　　　伊豆の国市　総務企画部　秘書広報課
【先月の答え】「県内初（けんないはつ）の
　　　　　　　　　　　　　　女性市長（じょせいしちょう」
　　　　　　　正解者は 36 ／ 39 人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】
山上光子、山田恵美子、杉本幸子、伊東陽子、井関湛江
＊当選者へのプレゼントは、7月末ごろ発送予定です。

表紙表紙 りより

　

広
報
紙
へ
の
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

● 

女
性
市
長
の
誕
生
に
市
政
が
身
近
に

な
っ
た
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

（
大
仁
・
69
歳
・
女
性
ほ
か
）

● 

初
め
て
の
女
性
市
長
、
期
待
し
て
い

ま
す
。　

（
田
京
・
63
歳
・
女
性
ほ
か
）

● 

市
内
で
が
ん
死
亡
率
が
上
昇
中
と
の

こ
と
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
家
族

と
自
分
自
身
の
た
め
に
検
診
に
行
き

ま
す
。　
　

（
四
日
町
・
64
歳
・
女
性
）

● 

市
で
基
本
検
診
や
が
ん
検
診
を
や
っ

て
く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。　
　

（
神
島
・
62
歳
・
女
性
）

● 

歯
の
検
診
を
２
カ
月
に
一
度
し
て
い

ま
す
。
８
０
２
０
に
な
れ
る
よ
う
に

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

（
三
福
・
72
歳
・
男
性
）

● 

初
め
て
タ
ク
シ
ー
券
利
用
券
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者
に
優
し
い
支

援
に
こ
の
上
な
い
、
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。　
　
　

（
御
門
・
80
歳
・
男
性
）

● 

夏
に
か
け
て
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
ま
つ
り
な
ど
、
楽
し
み
が

多
い
季
節
の
始
ま
り
で
す
ね
。

（
原
木
・
42
歳
・
男
性
）

● 

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
気
が

良
く
て
、
ほ
ど
よ
い
気
温
で
や
り
や

す
か
っ
た
で
す
。

（
墹
之
上
・
10
歳
・
男
性
）

● 

最
近
ク
イ
ズ
が
難
し
く
な
っ
た
の
で

簡
単
な
問
題
に
し
て
ほ
し
い
。

（
富
士
見
・
57
歳
・
女
性
）

た
く
さ
ん
の
お
便
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

修善寺頼家まつり
　修善寺で暗殺された鎌倉二代将軍
源頼家とその家臣である十三士の霊
をしのぶ祭り。源頼家やその家臣で
ある十三士に扮した仮装行列が行わ
れ、温泉街がにぎわいます。
とき／ 7月 15日（月・祝）
　　　11：00開始予定
ところ／仮装行列は修禅寺を出発
して、十三士の墓、頼家の墓を詣
で供養を行い、桂橋から修禅寺へ
戻ります。
問 伊豆市観光協会修善寺支部
☎ 0558-72-2501

　『おとうさんはウルトラマン』な
どが代表作の絵本作家宮西達也さ
んによる教育講演会・おはなし会
を開催します。
とき／７月 30日（火）

伊豆市

函南町

【教育講演会】
時間／ 10：10～ 11：40
　　　（受付 9：30～）
ところ／函南町中央公民館
演題／僕が絵本作家になったのは
対象／中学生以上
その他／事前申し込み不要。直接
会場にお越しください。
問 函南町教育委員会
☎ 055-979-8121

【講師によるおはなし会】
時間／ 13：30～ 14：00
ところ／函南町立図書館
　　　　１階キッズルーム
対象／小学生以下の親子
募集人数／ 20組 40人（先着順）
申込み方法／７月２日（火）9：
30から図書館１階カウンターでお
申し込みください。
問 函南町立図書館
☎ 055-979-8700

FM
IZUNOKUNI MHz

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
In
伊
豆
の
国

参
加
チ
ー
ム
募
集

親
睦
の
た
め
の
変
則
ル
ー
ル
９
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。気
の
合
う
仲

間
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
25
日（
日
）

　
　
　
　

開
会
式
８
時
30
分
〜
（
受
付
８
時
〜
）

と
こ
ろ　

長
岡
体
育
館

内　

容

 

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

 

東
部
地
区
の
小
学
生
か
ら
一
般
で
９
人
以
上

で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
に
よ
る『
親
睦
』の
た

め
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
。
男
女
の
人
数
制

限
は
な
く
、
未
成
年
と
成
人
の
混
合
チ
ー
ム

も
可
能
で
す
。

 

▼
わ
く
わ
く
大
ビ
ン
ゴ
大
会

　

 

選
手
・
応
援
者
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
、
景

品
も
あ
り
ま
す
。

参
加
料　

１
チ
ー
ム 　

１
，０
０
０
円

　

※ 

小
中
高
生
チ
ー
ム
は
無
料
、
参
加
料
は

当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

　

あ
や
め
会
館
お
よ
び
長
岡
体
育
館
に
あ
る

専
用
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８

月
８
日（
木
）ま
で
に
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
も
可
。
そ
の
場

合
は
、
必
ず
受
信
の
確
認
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他　

昼
食
に
カ
レ
ー
を
用
意
し
ま
す
。

選
手
と
応
援
者
の
人
数
を
明
記
の
う
え
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

市
体
育
協
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

℻
０
５
５（
９
４
８
）１
４
７
０

問 市役所環境衛生課
☎ 055-949-6804

　不用品活用バンクに登録すれ

ば「ゆずってほしい」「ゆずりた

い」人を探します。

ゆずります

ゆずってください

中型犬用無駄吠え防止機
スポンジジョイント式マット
猫用トイレ
学習机
韮小体育着（上下）
ベビーカー
シングルベット
小型冷凍・冷蔵庫
LPレコード
耕運機（手押式）
加湿器
マージャンのパイ
もみ保存用もみすり機
（米選別機能付）
健康器具（ロデオボーイ）
ワープロ
キャットタワー
猫用ゲージ
てん刻の道具と材料

洗濯機
電子レンジ
冷蔵庫
チューナー付ブラウン管テ
レビ（32型以上）
こども用自転車（16 か 17
インチ）
こども服（100 から 130）
カセットテープ（120 分）
韮山南小体操着
ちとせ保育園体操着（男子用）
ちとせ保育園夏用園服
ちとせ保育園体操着（男子
用上下）
ランドセル（男子用）
長岡南小制服（男子用）
犬小屋
クーファン
編み機（ブラザー製）

無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
応談
応談
応談

応談
応談
応談
応談
応談

無料
無料
無料
無料

無料

無料
無料
無料
無料
無料
無料

無料
無料
無料
応談
応談

不用品活用バンク

す
い
か
か
い
ぶ
つせ

ん
せ
い
さ
つ
い

　世界遺産候補で
ある韮山反射炉を
ステージに、歌や
踊り、居合や太鼓
まで楽しめるイベ
ント、ホタルコン
サートを開催しま
した。
　世界遺産に登録された富士山をバックに合唱
する子どもたち。韮山反射炉も後に続くため、
皆さん一緒に盛り上げていきましょう。

夜の反射炉に歌声が響く
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